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1ビ ジネ スゲ ー ム概 要
1大 学 における利用
くの
筆 者 は この10年 近 くビ ジネ スゲ ー ムを実施 して い る。 ゲ ー ム終 了 後,
学 生 にそ の感想 を求 め る と,極 めて 高 い評価 を得 る・
そ の理 由 と して,
① 経 営 者 と して意思 決 定 を体験 で きる,
② 意思 決 定 の結 果 がす ぐわ か る,
③ ゲ ー ムを通 して,経 営 の仕 組 みが 理解 で きる,
④ 積 極 的 に参 加 で きる授 業 で あ る,
⑤ 参 加者 間 で,経 営 戦 略 を め ぐる議 論 がで きる,
⑥ ゲ ー ム体 験 を通 して,rリ ー ダー シ ップ」,「組織 にお け る コ ンフ リク
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ト」 に つ いて感 覚 的 に理解 で き る
,
な どを あ げて い る。
その いず れ もが・ 従 来 の議 や囎 か らで は味 わ うこ とので きな い魅
力 を ビ ジネ スゲ ー ムが もって い るか らで あ る
。
と ころで冷 の雛 学教 育 に欠 けて い る もの1まな にか
.そ れ は議 や
演 習 か ら学 ん だ撫 な ・w.IYを統 合 化 す る講 座 や凝 営 者 と して適 切 な意
思 決 定 を 下 した りす る演 習 を学 生 に与 え て い な し・こ とで は な い だ ろ う
か ・ この欠 点 を補 うた め に は・ 学 走舵が 多緬 か ら学 ん だ断 片 的 蜘 識 を
体 系 的知 識 にか え る教 授 法が必 要 に な る。
教授 法 に は・ シ ミュ レー シ ョ ン,ビ ジネ スゲ ー ヘ ゲ ス ・メ ソ ッ ド,
イ ンシデ ン ト ヴ 吐 ス・イ ンバ スケ ッ ト ・ゲ ー ム,mル プ レイ ング,
プ ログ ラム学 習 な ど講 義方 式 の欠点 を補 うため の方 法 が あ る
。
な かで も,ビ ジネ スゲ ー ム は経 営 シ ミュ レー シ ョンあ る い はマ ネ ジ メ
ン トゲー ム な ど と も いわ れ・ 管 理職 な ど経 営 にたず さわ る人達 や経 営学
を専 攻 す る学 生 に対 して,意 思 決 定 能 力 の 向上 や経 営 能 力 の開 発 な どを
目的 と して い る。
兀 々・ ビ ジ ネ ス ゲ ー ム は戦 争 ゲ ー ムが 発 展 した もの で
,1956年 に
AMA(AmericaManagementAss・ciati・r・ アメ リカ経瀦 搬)の ト
ップ
マ ネ ジメ ン ト ヴ シジ ョ ン ・シ ミュ レー シ ョ ンモ デノレ(AMAト ム)や
UCLAExecutiveGameNo1を 初 め と して
,多 くの モ デ ルが開 発 され
た。日本 で は,昭 和33年 に慶応 ハ ーバ ー ド高 等経 営 学 講座 で公 開 され た
の が最 初 で,そ の後 日本 マ ネ ジメ ン トス クー ル
,日 本科 学技 術 連 盟,日
本 生産 性 本 部 な ど各方 面 で開発 ・利 用 され て い る
。
大 学 で は・アメ リカで は196・ 年f七か らか ネギ ーL科 大学
,UCLA,
シ カ ゴ人学 ,ミ シガ ン州 立大 学,イ ンデ ィアナ大学 ,ペ ンシルバ ニ ァ大
学 な どで利用 され て きた。 しか しなが ら,今 まで 日本 の 大学 で はあ ま り
利 用 され て こなか った。
そ の理 由 と して,
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① 講 義 方 式 の教 育 と比 べ て,ゲ ー ム教 育 は相 当 な費 用(ソ フ ト・ハー
ド)が か か る,
② イ ンス トラク ター と ア シス タ ン トのチ ー ム ワ ー クが必 要 で あ るが,
ゲ ー ムに精 通 した人 材 が得 に くい,
③ 教育 上 の制 約 や物 理 的 制約 の ため,1ク ラ スの人数 は20～25人 前 後
を 限 度 と して い る。 従 って,文 系 学 部 の よ うな マ ス プ ロ教 育 の カ リ
キ ュ ラムの 中 で は導 入 しに くい こ と,な どが あ げ られ る。
しか しな が ら,近 年 青 山学 院 大学(国 際政治経済学部大学院)を は じめ,
東京 国 際 大学(商 学部),国 際 キ リス ト教 大学(教 養学部),創 価 大 学(経 営
学部),立 正 大学(経 営学部),慶 応 大学(経 営大学院),武 蔵 工 大(経 営1二学
科),専 修 大 学(経 営学部),国 士館 大学(政 経学部),関 東 学 院大 学(経 済学
部),神 奈 川 大学(経 営1二学科),産 能 大学(経 営情報学部),平 成帝 京 大学 な
どの大学 で,ビ ジ ネスゲ ー ム は利 用 され て い る。
大学 で利 用 され るよ うにな った理 由 と して,
まず,第1に 参 加者 に楽 しみ な が ら学 習 す る ことが で き る。 多 くの大
学 で はs一 方通行 の講 義 が多 く,学 生 は受 け身 の ーr_1場で あ るが,ビ ジネ
スゲ ー ムで はチ ー ム間 の競争 や経 営 にお け る不 確 実性(運 やッキ)な どを
モ デ ル に組 み 入 れ て,参 加 者 の学 習 意 欲 を 高 め る要 素 を備 え て い る こ
と,
第2に 楽 しい雰 囲気 の うちに,経 営 に関 す る知 識 を吸収 した り,マ ネ
ジメ ン ト.ス キ賑 駆使 す る機 会 が与 え られ る ことが ・朧 で あ る こ と,
第3に 擬似 的経営 環 境(モ デルの世界)で あ って も,現 実 的 な経 営 と全
く同 じ意思 決 定 や行 動 を参 加者 に求 め られ る こと・
第4に 複 数 の メ ンバ ー で1社 を経 営 す る場 合,ゲ ー ム中,チ ー ム プ
レー を前提 と した人 間葛 藤 の場 が再現 され る。 そ こで は,チ ー ム ・メ ン
バ ーを説 得 した り,意 見 が衝突 して そ の説得 に苦慮 した り,経 営 の セ導
権 を争 った り,ま さに組織 に お け る人間 行動 の現実 的側 面 を体験 す る場
を提 供 す る こ と,な どが あ げ られ る。
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2ビ ジネ スゲ ー ム の種 類
ビジネ スゲ ー ムを大 学 で活 用 す るた め に は
,ま ず ゲ ーム の種類 とその
特 徴 を理 解 して お く必 要 が あ る。
(13モ デル に よ る分 類
ビジネ スゲ ー ムは,企 業 全 体 を総 合 的 に ま とあ た ゲ ー ム と企 業 の一
部 分 を対 象 に したゲ ー ム とに大別 で きる。
① 総 合 ビジ ネ ス ゲ ー ム… … これ は競 争 関 係 に あ る数社 に参 加 者 を わ
け,そ れ ぞ れ の会 社 の経 営 を を担 当 させ て
,各 会社 別 に経営 計 画,生
産 計 画 な ど につ い て現 実 と同 じよ うに意思 決 定 を行 わ せ
,そ の成 果 を
競 うゲ ー ムで あ る。
② 機 能 別 ビ ジネ スゲ ー ム… これ は総 合 ビジネ スゲ ー ムの よ うに参 加 者
が経 営幹 部 とな って競 争 す るの で は な く
,マ ー ケ テ ィ ング,生 産 計 画
とい った職能 部 門 につ いて の み競 うゲ ー ムで あ る
。
③ マ ネ ジメ ン トゲー ム・一 総 合 ビジネ スゲ ー ム の変 型 と して
,参 加者
一 人一 人 が一 社 を経 営 させ るゲ ー ム(ビ ジネスゲームと区別するため
,マ
ネジメ ントゲ仏 と称 してい る・以下汐 ネジメントゲ ムと呼ぶ)で あ(3)
。
(2)計 算 処 理 方法 に よ る分 類
ビジネ スゲ ー ム は,コ ンピュ ー タの使 用 の有無 に よ り
,以 下 の二 っ
に分類 され る。
① コ ン ピュ ー タを用 い る ビ ジ ネ スゲ ー ム・… ・・1956年 にAMAが 蝶
経 営者 の啓発 の た め に 作 成 され た モ デルが,最 初 といわ れ て い る。
ゲー ム は競 争 企 業5社 を設 定 し,各 社 ごと に数 名 の参 加 者 が役 員 に就
任 して一 社 を経 営 して い く もので あ った.そ の後 ,コ ン ビ_タ を
使 った方式 が セ流 にな ったが,こ の方式 だ と,意 思 決 定 項 目を 多 くと
る こ とが で きrモ デ ル を よ り現 実 の経 営 に近 づ け る こ とが 可能 で あ
る。 ま た,近 年 で はパ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タを利 用 した経 営 シ ミ
ュ
レー シ ョ ン ・モデ ル も開 発 され,神 奈 川 大学 経 済 学 部(経 済情報処理B)
な ど一 部 の大 学 で利 用 され は じめて い る
。
(268)
ビ ジ ネ ス ゲ ー ム(1)X65
② マ ニ ュア ル方 式 … … も う一 っ の ビ ジネ ス ゲ ー ム は,1958年 にGR
ア ン ドリンガ ーが開発 した モデ ルで,卓 上計 算 機 を使 用 して手 軽 に行
(4)
え る点 に特 色 が あ り,一 般 に ア ン ドリンガー モデ ル と呼 ば れて い る。
この方 式 は モ デ ルの 計 算 過 程 を 簡 略 に して,電 卓 を 使 った り,ル ー
レ ッ ト盤 な どの器 具 を使 って 行 うゲ ー ムで あ る。 この方 式 で は複 雑 な
計 算 処 理 はで きない が,ゲ ー ムの構 造 はわ か りや す くf初 心 者 向 きで
あ る。
(3)対 象者 に よ る分 類
ビジネ スゲ ー ム は大学 よ りも,む しろ多 くの企 業 で利 用 され て い る
が,教 育 を受 け る階 層 や職 種 に よ り分類 す る と,次 の よ うに分 類 で き
る。
① 経 営 者 ・管 理 者 層対 象 … …経 営者 あ るい は管 理 者 の経 営能 力 の向上
を 目的 と した もので 意思 決定,経 営計 画 の作 成,競 争 環 境 の分 析,複
数 事 業部 門 のバ ラ ンス,財 務 諸 表 の分 析 な どが ゲ ー ムの中心 に な って
い る。
② 営業,製 造,財 務 な ど専 門職 対 象 …… 主 と して,専 門分 野 の能 力 を
向上 させ るた め の もので,限 定 され た管 理技 法 や技 術 な どを修 得 させ
る ことを 目的 とす る もので あ る。在 庫管 理 ゲ ー ム,QCゲ ー ム,レ ス ト
ラ ンの出店 ゲ ー ム,小 売 店 の ビジ ネス ゲ ー ムな どが これ にあ た る。
③ 新 入 社 員 一一般社 員対象 … …入社 して間 もな い社 員 に対 して,製 造,
営 業,財 務 な どの相 互関 係 や企 業 活動 全 体 を理解 させ る こ とを 目的 と
す る もの で あ る。 前 述 の マ ネ ジメ ン トゲー ムが この 目的 に適 した ゲー
ムで あ る。
3ビ ジネ スゲ ー ムの運 営
(1)オ リエ ンテー シ ョ ン
ビ ジネ ス ゲ ー ムを実 施 す る際 参 加者 に次 の事 項 を伝 え る必要 が あ
る。
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① ビ ジネ スゲ ー一ムの 概要 … ・・最 初 に イ ンス トラ ク ター はゲ ー ムが どの
よ うに して運 営 され,参 加者 は どの よ うな役割 を担 う ことを期 待 され
て い るか につ いて説 明 す る。 また,ゲ ー ムに お いて参 加 者 は 与え られ
た経 営環 境 の下 で,会 社 を経 営 して い くとい った 旨 を伝 達 し
,ゲ ー ム
に対 す る期 待感 を抱 か せ る。
② ゲ ー ムの狙 い… … ゲ ー ムを実 施 す る こ とに よ って
,参 加 者 は何 を学
び と って い くこ とを期待 され て い るか につ いて説 明 し
,狙 い通 りの成
果 を修 め るた めの動 機 づ けを はか る.そ の為 に は,ゲ 弘 は勝 っ こと
が 目的 で は な く,よ い業 績 を挙 げ る こ とを 目標 に
,参 加 者各 自が 努力
し,そ の過程 で 自分 た ち の能 力 を向上 させ て い くこ とが 重要 で あ る こ
とを説 明 す る。
③ イ ンス トラク ターの役 割 … … イ ンス トラ ク ター は何 か を教 え る とい
う立 場 に はな く・ 学 習 の場 を セ ッ トす るため に存 在 して い る こ と
,そ
して現 実 の経 営 で は・ 複 数 の解 決 案 が あ って
,原 理 ・原 則上 の解 答 を
教 え て も・ それ は…つ の解 決 策 で あ る こ とを伝 え,参 加 者 に経 営環 境
の変 化 を 分 析 し,経 営 計 画 を 立 案 して い くこ と の重 要 性 を理 解 させ
る。
④ ル ール… …参 加 者 が ビジネ スゲ ーム のル ー ル を間違 えて覚 え る と
,
会 社 の業績 を損 な い,参 加意 欲 を減退 させ る こ とか ら,オ リエ ンテー一
シ ョン時 に ル ー一ル の説 明 に充分 時 間 をか け る
。
⑤ ゲ ーム終 了後 の評価 …… ゲ ームが終 了 した後 で行 わ れ る講 評 で
,各
社 の業 績 を どの よ うな基 準 に よ って評 価 して い くか とい った点 に つ い
て示 唆 を与 え てお くと・ ゲ ー ムを行 うに当 た って参 加 者 が 目安 とす る
こ とが で きて効 果 的 で あ る。 評価 につ いて は絶 対 的 な基 準 を示 す こ と
は困難 であ るが ド ー般 に は人 的能 力,資 金 力,生 産 力,販 売 力 な どを
総 合 して判 定 す る。
(2)ス ケ ジュ ール
ビジネ スゲ ー ムに よ る教C5}は ,全 飴 宿 で実 施 す る方法 と通 常 の授
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業 のな か で実施 す る方法 とに大 き くわ け られ る。 ゲ ー ムを合 宿 形式 で
実 施 す る場 合,普 通2～4日 を要 す る。 教 育 日数 を 大 き く とれ ば,
ゲ ー ムの なか で の決 算 の回 数 が 多 くな り,そ の分 だ け参 加者 は経 験 を
積 む こ とにな る。また,そ れ は参 加 者 の経 営 能 力 も向上 す る と と もに,
会 社 間 の業績 の差 も大 き くな る。 日程 は通 常2泊3日 間 の合 宿 で,ビ
ジネ ス ゲ ー ムの場 合15～16回(図 表1-1),マ ネ ジメ ン トゲ ーム の場 合










































































































































コ ン ピュ ー タを 使 わ な い ゲ ー ムで はモ デ ル(限 られた意思決定項 目や計
算)が 比 較 的 単純 で あ る ことが多 いの で,1回 の サ イ クル が短 く,コ ン
ピュ ー タを用 いた方式 よ り も多 くの決算 期 を体験 す る事 が で きる。
合宿 形 式 で ゲ ー ムを実 施 す る場 合 は時 間 的余 裕 もあ り,ゲ ーム回数 を
重 ね るにっ れ て,参 加 者 間 の競 争 心 も激 しくな り,夜 遅 くまで頑 張 る こ
とが 多 い。 さ らに,数 日間 寝起 きを共 にす るので,参 加 者 間 の団結 力 や
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コ ミュ ニ ケー シ ョンは非 常 に よ くな り
,通 常 の授 業 の なか で実 施 す る場
合 よ り も数段 教 育 効 果 が 高 くな る。
⑧ カ リキaラ ム編 成
ビジネスゲームを実施する鵬 その鯖 効難 高めるために議
方 式・ レポー一 ト・ 事例 研究 な ど との併 用 も必 要 で あ る
。
① 講 義 との併用
ゲ ー ムの開 始 に際 して,講 義 を行 い,そ の 目的,方 法 な どを説 明 す
る こ とは一般 的 に行 わ れ て い るが,ゲ ー ムの中 間 に これ らを組 み込 む
こと によ って・ 経 営 計 画 の策 定 や需 要 獺Uの 技 法 な どを習熟 させ
て ㌧、
く方 法 もあ る・ た だ し・ こ の 方 法 は ゲ ー ム の 中 断 を 伴 う こ と か ら
,
ゲ ー ム実 施 中 の参 加 者 の熱 意 に水 を さす結 果 と もな りか ねな い
。 そ こ
で,ゲ ー ムの開 始 前 に講 義 を行 った り
,テ キ ス トや資料 を事 前 に配 布
して}学 習 をす す め る方法 が 適 当 か も しれ な い
。
② レポー一トとの併用
参 加 者 は ゲ ー ム実施 中,部 分 的 な情 報 しか接 触 で きな い ことか ら
,
中間 あ る い は総 括段 階 で初 め て全 容 を知 る こ とが多 い
。 しか し,こ の
段 階 で は時 間 的 な余 裕 が 充分 与 え られ な い ことが通 例 であ
って,ゲ_
ムの全 容 を理 解 す るに は不 十分 で あ る
。 従 ってTイ ンス トラク ター は
ゲ ー ム終 了 後,そ の全容 を記載 した資 料 を作 成 し
,参 加 者 に配 布 して
い くことが適 当で あ る。 これ に よ り,参 加 者 はゲ ー ムの展 開 を客 観 的
に分 析 す る機 会 が与 え られ,よ り良 い レポ ー トを 書 くことが で き,教
育 効 果 が さ らに増人 す る ことに な る。
③ 事例 研 究(ケ ーススタディ)と の併 用
ビジネ スゲ ー ムを実 施 す る前 に
,そ れ に関係 した事例 研 究 を行 うこ
と は・ 事 例研 究 で学 ん だ知 識 ・経 験 を ビジネ スゲ ー ムにお いて活 用 さ
せ て い くこ とが で き る ことか ら,ゲ ー ムの活 発化 と円 滑 な進 行 につ な
が る。
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IIマ ネ ジ メ ン トゲ ー ム
1特 徴
前述 した よ うに,一 般 的 に ビジネ ス ゲ ー ムは通常5人 前後 の参 加 者 が
一 つ の会社 を構 成 し,4～5社 で あ る市場 で 競争 す るゲ ー ムを指 す。 一
方,マ ネ ジメ ン トゲ ー ムは,参 加 者一 人一 人が社 長 に な って,一 っ の会
社 を設 立 し,経 営 計 画.製 造 ・販 売,財 務 な どの活動 を,参 加 者 自身 の
判 断 で意思 決 定 し,企 業 を経 営 して い くゲ ー ムで あ る。
2目 的
マネジメン トゲームは,比 較 的簡単 な因果関係 をモデル化 した もので
あ るか ら,意 思決定 の結 果 および因果関係 を,直 接参加 者 に フ ィー ド
バ ックす ることがで きるゲームで,以 下の能力開発 に適 している。
① 経営 の仕組 みをわか りやす く理解 す るの に適 してい るゲ ームで あ
る。参加者 は原材料 の購 入か ら商品の販売 までの流 れ,設 備投資,借
入金,日 常経費,売 上金の回収 など金 の流れを中心 として,経 営 の構
造 を理解す ることがで きる。
② 財務諸表(貸 借対照表や損益計算書)に 習熟す ることがで きる。経営活
動 の成果 は財務諸表な どに反映 され る。従 って,参 加者 はその内容 を
分析 ・検討 しなければな らない。 ゲームで は,参 加者 自身が何回 も決
算 を行 うため,収 益構造や財務内容 の理解 も早 ま る。
③ 計数管理能 力を養 うことに適 している。 前述の作業 は もちろん経営
計 画はすべて計数 を もとに作成 されなければな らない。転記・集計・
原価計算,財 務諸表の作成に は少 しの間違 い も許 されないか ら,慎 重
さ,計 算能力の正確 さが要求 され る。
④ モデルの構造が比較的簡単なのでa経 営者 の役割 が どのような もの
で あるか容易に理解 で きる。例 えば,営 業部門 と生産部門 の調整,設
備投 資 と資金 回収 な どの概 念 は授業 で理解 で きて も,実 際 には難 し
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い。 この よ うな問題 を・ 全社 的 視 野 に1っ て体験 して み る こ とは参加
者に と って 有益 で あ る。
⑤ 龍 決 定 能 力 を身 につ け る こ とが で き る.参 力賭 は制約 され 塒 間
内 で・経 営 計 画 を 作 成 す る際1こ,ど の案 を選 択 す る か(優 先聯 笠の選
択),ま た,他 社 の 行動 を分 析 し,何 時,ど の程 度 の投 資 を す れ ば採 算 が
合 うか 億 思決定 の タイ ミング)な ど碑 冒題 を整 理 し
,判 断 しな けれ ば な
らな い。参加 者 は社 長 と して・意思 決 定 の問題 を体験 す る こ とに な る。
3ゲ ーム の実施
① ゲ ー ム の進 行
マ ネ ジメ ン トゲ ー ムの進 め方 に は色 々な方 法 が あ るが
,こ こで は筆
者 が実 施 した方 法 を もとに説 明 を進 め る。(図 表2)
この ゲ ー ムで は一 樺 料 理 で使 わ れ る円卓 のよ うな ㍗ ケ
ッ 幡(図
表3　1)を 中心 に して・6～7人 の参 加者 を1テ ー ブル に し
,1会 計 期 間
を60～70分,決 算 ・分 析 を30～40分 の サ イ クルで行 う
。
参加 者 はイ ンス トラ ク ターか ら,机 の上 に置 か れ た マ ーケ
ッ ト盤 の説
明 を受 け,1社300万 円 の 「資 本金 」を もとに して,機 械 や原材 料 を購i入
し,セ ー・ル スマ ン,ワ ー カー を雇 い,そ れ ぞれ を 「会社 盤 」(図 表3-2)に
置 く。
購 入 した材 料 は工 場 に 「投 入 」 して,仕 掛 品 に し,「完成 」 して製 品 に
す る。販 売 はす べ て入 札 制 でfテ ー ブル に置 か れ た 「マ ー ケ
ッ ト盤 」(6
っの地域 に分かれている)に 向 か って行 う
。 一 番 安値 で応札 した人 の みが
販売 で き る。 製 品が 販売 で きた場 合 は,入 金 が あ る。 期末 に は固定 費 は
じめ必 要経 費 を支払 わ な けれ ば な らな い。 以 上 の取 引 はす べ て 「現 金 出
納 帳」(ワ ークシー ト1参 照)に 記 帳 し,こ れ らは決 算 時 にお け る貸 借 対 象
表,損 益計 算 書 を作成 す る際 の デー タ とな る。
ま た,こ れ らの ア ク シ ョ ンを行 うに は,参 加者 はマ ー ケ ッ ト盤 の真 ん
中 にあ る意思 決 定 カ ー ドを順 番 にひ き,1枚 の意 思決 定 カ ー ドにっ き
,
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図表2ゲ ームの進行 のプ ロセ ス
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目を …・人… 人 順 番 に繰 り
返 す 。
「材 料 購入 」,「 完 成 」 な どの選 択 肢 の なか か ら1回 の 意思 決 定 を行 う。
時 々,意 思 決定 カー ドの な か に 「リス ク ・カ ー ドを引 く」 とい うカー ド
(リスク ・カー ドという)が 出て くる。 その場 合 に は 「リス ク ・カ ー ド」 を
引 か な けれ ば な らな い.リ ス ク ・カ ー ドは マ ー ケ ッ 盤 の端 の ス トッ
カー の と ころ に置 か れて い て,リ ス クカ ー ドに は 「長 期労 務 紛 争 」,「火
災 発生 」 な どが 書か れ て い る。 ゲ ー ムの進行 過 稚 で,こ の よ うな リス ク
に遭 遇 しなが ら,一 時 間 も過 ぎる と,1期 が終 了 し,そ の期 の決 算 に移
る。 決 算 は コ ンピュー タで計 算 させ る方法 と手 計算 の方 法 が あ るが,参
加 者 の計 数能 力 を高 め るた め,す べ て手 計 算 に して い る。 決 算 は速 い人
で30分,遅 い 人で50分 位 で終 了す る。売 上 高,マ ー ケ ッ トシ ェア・ な
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どの結 果 は黒 板 上 の図 表 に記 入 す る。以 上 の過 程 を5～6期(3日 間)繰
り返 して行 って い る うち に,ゲ ームが終 了 す る
。
② ゲ ー ムの ル ール
前述 の ゲ ー ムを行 うた め に は,参 加者 はあ らか じめ決 め られ て い る
ル ール を理 解 しな けれ ば な らな い
。 まず,こ の ゲー ムで はマ ー ケ ッ ト
盤 の ブル ーの カ ー ドを 「意 思 決定 カ ー一ド」 とい い
,そ の まわ りの6っ
の ス ペ ー スを 「マー ケ ッ ト」 とい う。 そ の マ ー ケ ッ トの周 囲 の,数 字
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ビ ジ ネ ス ゲ ー ム(1)173
のっ いて い る スペ ー スを 「セ リ台」 とい う。「セ リ台」の 白地 に赤 い数
字(図 表3-1)は,そ の マ ー ケ ッ トに い るお客 の数(販 売個数あるいはマー
ケッ トボ リaム,例4),青 字 に 白 い数 字 は材 料 単価(あ るいは材料費,
例11),緑 地 に白 い数 字 は メ ー カー希 望小 売価 格(あ るいは,製 品価格,
例36)で,そ の マ ーケ ッ トの最 高 価格 を表 して い る。また,マ ー ケ ッ ト
盤 の周 囲 の窪 み を 「ス トッカ ー」 とい い,ス トッカ ーに あ る力 一 ドを・
リス クカ ー ド(赤 いカー ド)と い う。
ゲ ーム のル ー ル は 「ジュ ニア ・ル ールA(図 表4)」 と 「ジュ ニア ・
ル ー ルB(図 ・表5)」 に要約 され る。
(1)「 ジュニ ア ・ルー ルA」
ル ー ルAは 意思 決 定 に関す るル ー ルで あ る。
1)材 料 購入 … …材 料 購 入 は,市 場 価格 で購 入 す る。 市場 価 格 は,セ リ
台 の 青地 の 白抜 きの価格(図 表3-1マ ーケ ット盤の左側)
に表 示 され て い る。 材 料 が あ る市場 か ら何個 で も,現
金 のあ る範 囲 内 で購 入 で き る。
2)設 備 投 資 … …購 入 した材 料 を加 工 し,製 品 にす るた め に は製 造設 備
(機械)が 必 要 で あ る。 また,機 械 の種類 に よ って生産
能 力 が 異 な る。
① 小 型機 械 …小 型 機 械 の購 入 価格 は100万 円 で,工 場 労 働 者(ワ ー
カー)が 一一人 い て初 め て,製 品1個 生 産 で き る。
② ア タ ッチ メ ン ト(補 助製造設備)… 購 入 価格 は20万 円 で,小 型機 械
の 生産 能 力 を1個 分増 加 させ る こ とが で き る。
③ 大型 機 械 …購 入価 格 は200万 円で,」 二場 労 働 者(ワ ーカー)が ひ と
りい て,製 品4個 生産 で きる。
(例)生 産能 力(個 数)
1)小 型機 械+工 場 労 働者1人 一1
2)小 型 機械+ア タ ッチ メ ン ト+工 場労 働 者1人 一2
3)大 型 機 械+工 場 労 働 者1人 二4
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図表4
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4)大 型 機械+小 型機 械+工 場 労 働者1人;4
5)大 型機 械+小 型 機 械+工 場労 働 者2人 二5
3)完 成 ・投入 …購 入 した材 料 を倉 庫 か ら工場 へ移 し,加 工 す る ことを
「投 入」 といい,材 料1個 につ き2万 円か か る。 次 に,
工場 で加 工 され た仕掛 品 を完成 品 に仕r_げ て,営 業 所
を移 す ことを 「完成 」 とい い,製 品1個 につ き1万 円
か か る。
4)採 用 人(工 場労働者やセールスマン)を 採 用 す る。機 械1台 あ
れば,一 一人 の 工場労 働 者1人 が必 要 にな り,ま た完 成
品 を販 売 す るの に は,セ ール スマ ンが必要 にな る。
5)広 告 製 品 を販売 す る とき に,広 告 チ ップ(広 告費の支出)を
購 入 す れ ば,広 告 チ ップ1枚 につ き製 品2個 販 売能 力
が増 加 す る。 広 告 チ ップ は1枚 にっ き10万 円 か か る
が,1回 の意 思決 定 で何枚 で も購 入 で き る。 た だ し,
セ ー ル ス マ ン1人 にっ き2枚 まで の 広 告 効 果 しか な
い0
6)研 究 開発 ……1回 の意 思 決 定 にっ き,1枚 の研究 開発 チ ップ(研 究開
発費)が 買 え る。購入 価格(投 資金額)は1枚 につ き20
万 円で あ る。製 品 の販売 時 に研 究 開発 チ ップ1枚 につ
き,プ ラ イ ス ・カー ド(販 売価格)の 表示 価 格 よ り2/J
円安 く販 売 す る こ とが で き る。
{7)
7)製 品 の販売 … 製 品 は,各 市場 の マ ーケ ッ トの 大 きさ(マ ーケ ット・ボ
リューム)に 合 わせ て販 売 す る こ とがで きる。
① 意 思決 定 カ ー ドで 正 販 売 」を参 加 者 に宣 言 した場 合,宣 言 した人
が 「親 」 とな り,各 市場 の な かで,ま た製 品 を販 売 可能 なrlf場 に・
販 売個 数 を指 示す る。
② 価 格 は入札 制 で,親 とな った人 とセ リに参 加 した他 の 参加 者 との
間 で競 争 をす る こ とに な る。最 高販 売価 格 は,親 が指 示 した 市場 の
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価格 で・ その販 売価 格 以 下 で競 合 し=i・ も安 い競争 価格 をっ けた企
業 か ら順 番 に落札 され る。
③ 親 は常 に プ ライ ス ・か ド(販 売価格)上 の表示 価 格 よ り2万 円安
い競 争 価 格 を提 示 で き る。
④ 研究 開 発 チ ップが あ る と,敢 の チ ップにっ き2万 円 プ ライ ス.
カ ー ド上 の表 示 価格 よ り低 い競 争 価 格 を提 示 で きる
。
⑤ 競 争 価 格 が 同 じ場 合 の優 先 順 位 は,
1)研 究開 発 チ ップ(研 究開発費)の 多 い企 業 が
,
2)研 究 開発 チ ップ(研 究開発費)が 同 じ場 合 は親 が落 札 す る
。
それ以 外 は,最 低 競 争 価格 企 業 同■士で再 入札 す る
。
(2)「 ジュ エ ア ・ル ールB」
ル ー ルBは 意 思 決定 囎 の なか で
,ゲ ー ム期 間 中 いつ で も舳 に実施
で きるル ー ルで あ る・ た だ し・ 意思 決 定 か ドを引 いてか らの実 施 は無
効 とな る。
1)保 険 ク リ仏 色 の チ ップ
.1会 計 期 間 に1枚 のみ5万 円で
購 入(支 出)で き る。保 険 の効 果 と して,リ ス ク カー ド
を 引 い た際,倉 庫 の火 災,商 品 の盗 難 時 に保 険 金 が受
け と れ る。 保 険 金 を 受 け と った ら,チ ッ プを ス ッ ト
カー に返 却 す る。 な お,こ こで は保 険 は火 災保 険,損
害 保険 な どを さす。 火 災 そ の他 の事 故 の発 生 によ って
支払 いを受 けた保 険金 額 が,被 害 資 産 の帳 簿 価格 よ り
小 さ い場 合,そ の差 額 は保 険 差 損 とな る。
2)PAcz撞 性 …緑 色 の チ ップ
.嘲1こ1枚 のみ1・ 万 一」で購 入(支 出)
で きる。 効 果 と して,製 造 設 備1台 にっ き生産 能 力 が
1個 増 産 で きる。製 造 設備 が2台 あれ ば
,2台 と も効 力
が あ る。 なお,生 産 性 と はっ くり出 され た量 即 ち産
出量(output),そ の たあ に必 要 とされ た労働 生 産 設
備,原 材 料 な どの要 素 の量,即 ち投入 量(input)と の
0256)
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図表5
ル ー凹ル(B)
「 阪 の囎 は
、いつでも舳 に実施できます
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比 率 を い う。生産 性 が 高 ま る こ と は,生 産 が能 率 的,合
理 的 に な る。こ こで は生 産 部 門 で生 産 性 向上 運 動 に力
を入 れ る こ とによ り,生 産 能 力 が あ が る ことを さす
。
3)マ ーチ ャ ンダ イ ジ ング…緑 色 の チ ップ
.瑚 に 敢 のみ1・ 万 円 で購
入(支 出)で き る。効 果 と して,材 料 の購 入 時 に 市場 価
格 よ り1個 にっ き2万 円安 く購 入 で きる。 な お,マ ー
チ ャ ンダイ ジ ング と は 「仕 入 か ら販 売
,在 庫 に い た る
あ らゆ る業 務 を連 動 させ る こ と に よ っ て
,消 費 者 の
エ ー ズを最 も効率 的 に充足 させ る活 動 」 を い う
。 こ こ
で は購 買部 門 にお け る仕 入 計 画 や在 庫 管理 を さす
。
4)マ ーケ ッ ト ・リサ ー チ…緑 色 の チ ップ
.嘲 に1枚 の み1・ 万 円で購
入 で き る。 効 果 と して}製 品 が 市場 で売 れ た場 合
,プ
ライ ス ・カー ドの表 示 価格 よ り 正個 にっ き2万 円高 く
売 れ る(記 帳で きる)。なお,こ の ゲ ー ムで は製 品 が どの
市場 で・ どの よ うな顧 客 に売 れ て し、るか を科学 的 に調
査 す る こ とによ り他社 よ り も製 品 を安 く売 る こ とが で
き る。
5)銀 行借 入 …… 借入 と同 時 に金 利(利 息)を 支払 う
。借 入 額 や金 利 は1
年 ご とに変 わ る。
蜜噸耀憐1塞搬儒側
ただ し,決 算時 における資金不足のための借入の場合は
,借 入
金利は2倍 になる・ これはキ ャシュマ ネジメ ント(飴 管理)
の重要性を参加者に理解 させ るためで もある
。 また,借 入金の
返済は,い っで も自由にできる。
6)配 置 転換 ・… ・工 場労 働 者(ワ ーカー)と して採 用 され た人 をセ ー ル ス
マ ンに配 置換 えす る,あ るい は逆 の場 合 に は5万 円 の
社 内研 修 費 が か か る。
(254)
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7)機 械 売 却 … …機械 購 入 時 の 半額 で売 却 で き る。売 却 の際 に は,売 却
損 ま た は売 却 益 が発 生 す る。
なお,ク リー ム色(保 険)お よび緑 色 の チ ップ(PAc生 産性,マ ーチャン
ダイジング,マ ーケ ッ ト・リサーチ)は1会 計 期 間 の み有効 で あ る。1期 終
了 した ら,全 て返 却 す る。 ただ し,研 究 開発 費 の チ ップ(緑 色)は,1枚
は その期 に返 却(償 却)す る。残 りの研 究 開 発費(繰 延べ資産)は 次 期 に繰
延 べ(最 高3枚 までが限度)で きる。
4「 ゲ ーム 実施 」
1.第1期(創 業期)
マ ネ ジメ ン トゲ ー ムで は多 くの場 合,会 社 設 立の条 件 は同 じで あ る。
このゲ ー ムで は,先 の ル ー ルを修 得 す る機会 を兼 ね て,1年 度 は全 員 で
記 入 演 習 を行 って い る。従 って,実 際 に ゲー ム に参 加 す るの は2年 度 か
らとな る。
ゲ ー ム開始 直後 は,参 加 者 が ル ー ルを理 解 して い るか ど うか を確 認 す
るた め に,相 当 の時 間 を費 やす 。第2期 以降 は,あ らか じめ計 画 され た
時 間 内で 行 う こ とが よいが,期 を追 うに従 って,参 加 者 の意 思 決 定 も早
くな り,要 領 も覚 えて きた な ら}演 習 時間 を短 縮 して もよい。
このゲ ー ムで は,会 計処 理 を 「企業 会計 原 則」に沿 って作成 して あ り,
仕掛 品,特 別 損 失 な ど原 価計 算 か ら}減 価 償却,固 定 資 産売 却 損 に至 る
まで,す べ て手 で計算 しな けれ ば な らな い。 決算 に多少 時 間 が か か って
も,手 計算 を繰 り返 す ことに よ り,参 加者 の計数 能 力 は次 第 に向上 し,
か っ参 加 者 は数 字 の意 味 を理解 す る よ うにな る。さ らに,「 マ ト リック ス
会 計(行 列会計)」 を使 用 す る こ とに よ り,参 加者 は参加 者 自身 の意 思決
定 の一 っ一 っ が経 営 成 果(貸 借対照表 と損益計算書等)に どの よ うに反 映 さ
れ て い った か を理解 す る。
ゲ ー ム は,以 下の手 順 に沿 って実 施 され る。
(1>経 営 シ ミュ レー シ ョン
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1)創 業 の準備作業
資金繰 り表(ワ ークシート第1表 参照)に 以下 の① か ら⑥ の項 目を記
入す る。
①会社名,② 銀行借入,③ 前期繰入現金残高,④ 期首処理,⑤ 期首
在庫,⑥ 期末固定 費確認
2)創 業期 おける行動作業
参加 者に設立資本金 ・設備投資 ・材料 な どの行動 を資金繰 り表へ記
入 させ る。
3)創 業期 のお金の出入 りに関わ る作業
参加者が一番戸惑 うことは,シ ー ト類 に記入す る際 のプロセ スで あ
る。 これを理解 させ る方法 と して,各 参加者 が理解 したルールで独 自
の判断で意思決定 の練 習をさせてみ る。
4)ル ール説明 ・解説
参加者独 自の判断で意思決定 の練習 を した後 で,ル ールの問題点,
理解 して いな い点 などを参加 者同土 イ ンス トラク ターを交 えて解
説 ・理解 させ る。理解 や解釈 に相違 があ っては,進 行 の妨 げになるの
で,実 際のゲームに入 る前 に,予 行演習 を行 うことによって,参 加者
にゲームのルールや仕組 みを理解 させ る。
5)創 業期の決算準備作業




⑩ 資金繰 りの表 の縦計算(売 上 ・完成費の縦計算)
⑪ 資金繰 りの横計算(入 金合計 ・出金合計の横計算)
⑫ 現金勘定 の記入;⑨ 現金残高 に一致す るか どうか確認 す る。
⑬ 現金 の差額(通 常はo)
⑭ 自己 ・災害 のメモ
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⑮ 製 品 個数 合 わせ
以上 の作 業 が終 了 した ら,ゲ ー ム盤 お よ び会 社盤 の整 理 を行 う。
(2)決 算
原価 計 算 フロ ー シー ト(ワ ークシー ト第2表 参照)を 使 って損 益計 算
書 を作 成 す る。
まず,資 金 繰 り表(ワ ークシー ト第1表)の 各 項 目 を集 計 した数 値 を,
原 価 計算 フ ロー シー トに記 入 す る。 材料 費,仕 掛 品t製 品,製 造 原 価
報 告 書,売 上原 価 計算 書 の順 に記 入 して い けば,図 表6の よ うに 自動
的 に損益 計 算書 が作 成 で きる。
① 材 料 の原価 計 算
② 仕 掛 品 の原価 計 算



































































次 に,マ トリック ス会 計表 シー ト(ワ ークシー ト第3表 参照)に 原 価 の
入 金 ・ 出 金 略 合計 を記 入 し,縮 のカII算また は減算 を すれ ば,_覧
形 式 で損 益 計Tお よ び貸 借 対照 表 が作成 で きる
。
(3)ま とめ
第1期 で は,ゲ ー ム のル ー ルを覚 え,基 本 的 な流 れ を確認 し,決 算
の手 順 を理解 す る こと にあ る.こ こで,イ ンス トラク ターが 臆 す べ
き点 と して・ 資 金繰 り表・ マ トリッ クス会 計 表 な どに記 載 あ るい は転
記 され た数 値 に誤 りが な いか ど うか,具 体 的 に それ らを読 み 上 げて確
認 す る。
2.第2期
α)経 営 シ ミュ レー シ ョン… …第1期 と同様
第2期 は参 加 者 の判断 に まか せ,自 由 に意思 決 定 させ るた あ に次 の
点 を心 掛 け る。
① 参 加 者 同 士,ゲ ー ムの ル ール を理解 したか ど うか確 認 す る
。
② 参 加者 が イ ン ス トラ ク ターヘ ル ール を確 認 す る
。
③ イ ンス トラ ク ター は各 参 加者 間 を まわ り,活 性化 の ヒ ン トを与 え
る。 ただ し・ 意思 決 定 に影 響 を及 ぼす よ うなr渤 は慎 ま な けれ ば な
らな い。
④ 素 早 い意 思 決定 を させ る。
② 決 算 … …第1期 と同様 にマ トリックス会 計 表 を使 って
,損 益 計 算 書
およ び貸借 対 照 表 を 作成 す る。 そ の際収 益 ,費 用,利 益 な どの計算 を































































































































ゲ ー ムの展 開 が どの よ うに行 わ れ るか は,参 加 者 は勿 論 イ ンス トラ
ク ター もわ か らな い。 第2期 は各 社 と も試 行 錯誤 の状態 で,各 社 の販
売 個数 は1桁 か,多 くて10個 前 後 で あ るた あ,殆 どの企業 は赤字(自




翻 者 に費 用}販 趨 一利 益(C・st-v・lume-Pr・fit)の 関 係 を 理 解 さ
せ る。
3.第3期
ω 経 営 シ ミュ レー シ ョン… 第2期 と同様 。
② 決 算 第2期 と同様。 結 果 は図表8に 記 入 す る。
{3)ま とめ
図表9は 「週 間 ダイヤ モ ン ド」 か ら引用 した損益 分 岐 点 の分 類 法 で
あ る。 この ゲ ー ムで は,各 社 の業 績 を評 価 す る際 に利 用 して い る
。
ち なみ に,ゲ ー ムの初 期 の段 階(第1期 ,第2期)で は種 々の投 資 を
す るた め,各 社 と も赤字 の状 態(D)が 続 き
,参 加 者 は利 益 を だす の が
如 何 に人 変 か とい うこ と体 験 す る。や げ て,第3期 に至 る と,1～2社
が経 常 利 益 を計 上 す るよ うに な る。 苦 労 して ホ ンの少 しで も"利 益"
が 出 よ う もの な ら,大 変 な感 動 を覚 え る
。 ま た,倒 産 しそ うな 会社 が
そ ろそ ろ現 れ る。
倒 産 へ の ステ ップ は
① 無謀 な設 備投 資 →生 産 過 剰 → 在庫 過 大→ 資金 不足 → 倒 産
,
② 競 争 力不 足 →販 売 不 振 → 資金 圧 迫→ 倒 産 ,な どが一 般 的で あ る。
そ の際 イ ンス トラ ク ター はそれ ぞ れ の問題 ご との予 防 的措 置 と事
後 対策 に つ いて検 討 して お く。
(4)第3期 の講 義
この ゲ ームの特 徴 の0つ は・「入 札制 」を と って い る こ とで あ る。参
加 者 は,競 争 相 手 の心 理 を読 み,他 社 の経 営 状況 を偵 察 して
,販 売 競
争 に勝 た ね ば,受 注 は とれ な い。 例 え ば,安 値 で売 れ ば,販 売 個 数 は
伸 び る。逆 に,原 価(製 造原価 あるいは仕入原価)を 気 に して高 値 で売 れ
ば,販 売 個 数 は伸 びな い。 期 末 決 算 をす れ ば
,い ずれ も赤 字 に な る。
結 局 ・ いか に適 正 な販売 価 格 で,多 くの製 品 を売 って い くか,あ るい
(248)





吉田 鋤崎1井 上 篠原 小見山 日比野
①売 上高PQ(万 円)
② 売上 個数Q
③ マ ーケ ッ トシェア
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週 間 ダ イ ア モ ン ドX977.3.19
は相 手 の状況 読 み なが ら,い つ で も販売 で き る体制 を維 持 して い くに




(1)経 営 シ ミレー シ ョン…第3期 と同様
この期 は
1)採 算 的 な見方,採 算 と はな にか を体 験 か ら理 解 を たか め る
,
2)経 営 計 画 に則 した採 算 の 目 を養 う,
3)経 営戦 略 へ の理 解 を努 め る,な どを 目的 と して い る。
(2)決 算 第3期 と同様。 結 果 は図 表10に 記 入 す る
。
5.第5期
11)経 営 シ ミュ レー シ ョ ン…第4期 と同様 。
② 決 算 第4期 と同様。 結 果 は図 表11に 記 入 す る
。
(3>ま とめ
この ゲ ー ム で は シニ ア ・ル ー ル(初 心者向け)と ジ aニ ア ・ル ー ル
(上級 者向け)が あ るが,ジ ュニ ア ・ル ー ル に もとつ くゲ ーム を実 行 し
た場 合,プ ラ スサ ムの 市場 環 境 の ため,第5期 終 了 まで に,60パ ー セ
ン ト程 の参 加者 は利 益 を 計上 す る よ うに な る
。
なお 時間 的 余裕 が あれ ば,第6期 を実 施 す る。
(246)
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図表10第4期 各社業 績記入 例
第4期
①売 上高PQ(万 円)
② 売 上個 数Q
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図表11第5期 各社業績記入例(社 長名)




③ マー ケ ッ トシェア
731 298 XO7 609 239 458 263
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業 績 評 価 は マ ネ ジ メ ン トゲ ー ム の締 め く く り とな り,重 要 な 意 義 を
持 って い る。ビジ ネ スゲ ー ムに よ る教 育 は 自 ら学 ぶ とい う こ とに意 義 が
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あ るが,そ れ に は 自 らの経 営 活 動 につ いて の分 析 ・検討 が不可 欠 で あ る。
そ こで,こ の ゲ ー ムで は学 習効 果 を あ げ るた め,
① ゲ ー ム終 了 後,参 加 者 に よ る相互 評 価 を行 う,
② ゲ ー ムの結 果 を基 に して旧 社 の経営 につ ㌔・て 分析 させ る・ な ど
に よ り参 加湘 身 が 自社 の経 営 成果 を診 断 し泊 らの 力 で改善 策 を模 索
して い くよ うに仕 向 けて い る。
(1)ア セ スメ ン ト(相 互評価)
図表12の 分1'/1は 参 加湘 身 で 「自 己評 価 」を お こな い・そ して・他
人 樋 して観 られ る 自分 像 を 「衆 目評価 」 と4・う形 で 客観 的 に評 価 して
も ら う もので あ る.こ れ に よ り,参 加 者 は 自他 合 わせ て み られ る自分像
(自分 の長所や短所 の親 ・離 認な ど)1ま,本 人 に と って滅 多 に得 られ な い
自己反省 の材料 にな る.ま た 泊 己評 価 」 が厳 しし・人・ 甘い人謙 々で
そ の人 の性 格 が あ らわ れ,第 三者 評 価 の 「衆 目評価 」見 て 自己反 省 す る・
参 加 者 は以下 の1・ 項 目に つ いて相 互 評価 し・ そ の結 果 を図表12に 評
価 点 を記 入 す る。
1.計 数能 カ …… 計算 は早 く,間 違 い な くで きたか?記 帳 が正 しか っ
た か,時 間 内 に決算 を終 了 して い るか・ 計 算 に間 違 い
はな か ったか,他 人 の手伝 い を したか,な どを判 断 基
準 に評 価 す る。
2.断 か 一 …意思 決 定 は速 力・った か?参 加 者 に 「貴 方 の番 で す よ」
とい ったか,「 一 寸待 って」 と言 ったか が基 準 にな る。
3.先 見カ … … …何 をす る に して も人 よ り早 く対 応 したか?あ るい は
早 期 に投 資 を した か?市 場 の変化 を判 断 し,大 型 機
械 を導 入 した か,が 判 断 の基準 に な る。
4汰 型 カ … …… 思 い切 った大 き な ビジ ネ スを や れ る力 が あ った か?
例 え ば,材 料 を大 量 に仕 入 れ た り,大 量 に製 品 を販売
した り したか,と い う行 動 を表 す 。
5.状 況 判 断カ … 他社 の経 営 状況(会r)や マ ー ケ ッ トの変化 を縣 し
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評価項目






1言f数 肯旨力 決算が速か ったか?







意思 決定 は速 か ったか?
人に 「貴方 の番・です」 と言 った
ト ・寸待 って」 と言 った
何 をす るに して も人 よ り早ったか"
人が しない うちに何 で もや った
10個 以 ヒ売 った
4～5個 売 った
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た り,製 品 を独 占販 売 す る ことが で きた か,な どが判
断 基準 にな る。
6.研 究 開 発 カ …積 極 的 に研究 開 発 投 資 を行 った か?他 社 に先駆 けて
研 究 開 発 に 力 を入 れ たか,ま た減 価 償 却 費 を 考 えて投
資 して い たか,な どが判 断 基 準 にな る。
7.バ ラ ンスカ …生 産 ・販売 計 画 で倉 庫 ・L場 ・営 業所 な どにバ ラ ン ス
の とれ た在 庫 を持 ち,品 切 れ はな か ったか,な どが判
断基 準 にな る。
8.資 金 力 資 金 は有 効 に使 え た か?期 末 や期 中 に おい て・特 別
借 入 はなか った か,総 資産 や総 資本 は増 え たか,な ど
が判 断 基準 に な る。
9.価 格 力 入 札 は上手 か った か?製 品 を 適 正 価 格 で販 売 した
か?例 え ば,v率50%以 下,mP13万 円を判 断 基 準
に して,付 加価 値 単価 は適 正 だ った か?
10.成 長 力 競合 他 社 と比 較 して,バ ラ ンス良 く会 社 を成 長 させ る
こ とが で きたか ど うか が判 断 の基準 に な る。
例 えば,砒 野 さん は この分 析 を通 じて 次 の よ うに述 べ て い る・「この
ゲ ー ムに はそ の人 の人格(性 格)が 知 こよ く反 映 され て い たの で はな い
か と思 う。 まず第 一 に,肌 の こ と しカ・翫 られ な くて ・繍 方針 な ん
て もの は存 在 せ ずs会 社 の経 営 の仕 方 が 建設 的 で な い点 。経 営 計 画 を
持 った企業 な ら初 め に大型 鰍 鱒 入 した で あ ろ う し 材米斗碇 期 的 に
購 入 したで あ ろ う.そ して 泊 ら"デ ィスカ ウ ンタノ とな らな くて も
製 品 は販売 で きた で あ ろ う.そ れ か ら,"冒 険 を して み よ う"と い う気 持
ちが皆 無 だ った点.人 よ り先 にチ ップを購 入 した りす る こ とな く・ 常 に
2番 手,3番 手,と い う具合 で あ った。それ で は市場 の リー ダーに は なれ
な い よ うな気 がす る。や は り,"良 い会社"に す るに は松 ード電 器 型 で はな
く縫 営 の独 自性 が あ る ソニ ー型 の会 社1こな るべ きだ と思 った・その他 ・
ウ ッカ リ ミスを して しま った点 な ど,今 回 の ゲ ー ムは しっか り と私 の性
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格がでている・ しか し このゲームの結果か ら
,多 くの改善点 を見つけ
る ことが 出来 た し泊 己分 析 砂 しばか り吐}来た
.次 鳳 私 が社長1こ
な って会社 を経営す ることが あれば
,き っと今回得 た ものを生 力aせると
思 う。」
また汰 庭 さん も同様 に 「自己評価 だ けでな く衆 目評 価 で も指摘 が
あ ったよ うにs私 はとて も判断力がな く
,思 い切 りがで きなか った と思
い ます。 や はり性格 はで るよ うです
。」 と述 べている。
このよ うに,相 互評価 を行 うことによ り
,自 分 の長所 や短所 を発見.
再確認 した り・他 の参加者 の行動 を見極 めた り
,経 営方針 を もって砂
ムに参加 したか,な ど自分 自身 を知 る機会 となる。
② 参加者 によ る分析
肝 の例 はゲ 弘 終了後・参加者 が,自 社の業績や会社 のあ 妨1こ
ついて分析 した り,原 因 ・結果 を追求 した レポー トのなかか ら
,そ の
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「私が それぞれの期間に重点をお いた方針 は次 の通 りです
。
第2期 原価 の回収,コ ス ト削減
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第3期 原価 の うち変 動 費 の 回収,設 備 投 資
第4期 第3期 とお な じプ ラス資 本回 転 率 を速 くす る
第5期 設備 投 資 お よび販売 強 化
第3期 と第 醐 は とにか く安 くて も一 個 当 りの変 動 単価 以 上 の金 額
で は な るべ く沢 山売 れ る よ うに試 み ま した.そ の た め に は資 本 の 回転 率
を速 くす る こ とを 重点 に置 き,材 料 の購 入 時 に は高 くて も気 にせ ず沢 山
の材 料 を一 度 に購 入 し,材 料 → 仕掛 品 →製 品 の在庫 を切 らさな い よ うに
心 掛 けま した。 入 札 の時 は相手 の設 備投 資 な どを考 え た 上で,相 手 が 見
積 も りそ うな金額 よ り も高 く入 札 し,入 札 で き塒 は7～8割 ぐ らい落
札 で きま した.し か し 獅 期 に入 り,我 社 の 引 き起 こ した低 価 格 競争
の た め,思 い どお りの価格 で落 札 で きず,し か も売 価 よ りも原 価 の方 が
大 き くな って しま う とい う結 果 に な って しま い ま した・ と ころで遡 って
しま い ます が,第2期 はむ や み に原価 を気 に して しま い,入 札 価格 が 高
す ぎて しま い,思 い どお りに落 札 で きず,固 定 費が1個 当 り31万 円 とい
う とんで もな い結 果 とな って しま い ま した.し か し・その こ とが第3期
第4期 に お け る マ ー ケ ッ トシXア の拡 大1こっ な が った の だ と思 い ま し
たO
次 に,第2期 か ら第5期(特 に第5期)ま で の改 善点 を あ げ ます。
① 材 料購 入,生 産,販 売 な どそれ ぞ れ一 期 にっ いて一 つ か二 っ に力 を
いれ る期 間 を っ くり,材 料 購 入時 に は マー チ ャ ンダイザ ー に,生 産 時
はPAC生 産性s販 売 時 に はセ ー ル スマ ン,広 告,研 究 開発,マ ー ケ ッ
トリサ ー チ に重 点 をお い て価格 競 争 力 を図 り,固 定 費 の削 減 をす る。
② 材 料 は一 度 に沢 山購 入 で き る時 は購 入 す る(一 回の意思決定を有効 に
使 う努力をす る)。 常 に在 庫 はゼ ロに しな い。 低 価 格競 争 が行 わ れ る場
合,資 本 の 回転 率 を速 く し,自 分 が親 の ときは広 告,セ ー ル スマ ンを
使 って,一 度 に多 くの製 品 を高価 格 で販 売 す る。
感 想 と して,工 業簿 記 をや って い たので,決 算 は とて もス ムー ズに で
きま した。 や は り,経 営 戦 略 が うま く考 え られず,最 終 的 に は大 きな繰
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越損失 をだ して しま ったのが残念 です
。」
2)篠 原(篠 原製作所)
































第 瑚:篠 原 製作 所 設11(設 定:小 規模σ)町 場をイト ジ)
。
第2縄 の れん社 は大 型鰍 鱒 入 したカ∫
,わ が 社 は固 蹟 蹴 によ
る財 政圧 迫 を恐 れ,生 産 能 力 は劣 るが安 価 な方 を選 ぶ
。 ・・.(略)・..
思 った よ うに売 れ な い・ このrf蝪 は過 当競 争 に よ り涜 れ て も低 価
格 で利 益 が で な い・ 今 後 は販 売 促進 活 動 に力 を入 れ た い
0...
第 瑚 相 変 らず 販 売 価 格 は安 い が 落 木Lもで き
,杜 は3倍 に 伸 び,
シ ェア も10%か ら15%に 上 肌 た
.借 入 金 も100返 す ことが で き,
現 鍼 高 も今 まで よ りあ るの で,次 回 は少 し楽 に な りそ うで あ る。
第4期:競 合他 社 も経 営 難 に陥 り,政 府 のr.で 全 社1・ ・ノ∫円 の増 資 が
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認 め られ る.今 回 は販 売 価 格 も32万 円 と これ まで1こな い価 格 で 販
売 で きた し,材 料 も低 価 格 で仕 入 れ る こ とがで きた。経常 利 益 もマ
イ ナ スー桁 にな り,損 益 分 岐点 比 率 も105%に 下 が った。 借 入金 も
返 せ るだ け返 済 し,自 己資本 比 率 も77%ま で に回復 した。
第5期:糧 生 産 ・糧 販売 の縄 のれ ん(勝LiDと 超低 価 格 戦略 の 日比
野 商 事(日 比野)と い う厳 しい競 争 相手 に囲 まれ た なか,わ が社 は ど
う行動 す るか。 結 果 は他 社 が薄利 多売 に走 った ため,競 争 に は勝 て
ず,売 上 が落 ちて しま った。
以上,篠 原製 作 所 の と った行 動 はか な り消極 的 で あ った と思 う。 当
社 は経 費削 減 を重 視 し,低 コス ト ・高付 加 値 を 目指 し,そ の結 果 と し
て売上 高 変 動 比 率,売 上 高 粗利 益率 か ら見 て も期毎 に 当社 の方針(堅
実経営)に 近 づ いて い るのが わ か る。 しか し,こ れ に力 を入 れす ぎて売
上が伸 び な か った点 は反 省 すべ きだ と思 う。 第4期 の増 資 や第5期 の
eeの 見 え ざ る手"に よ る援 助 が あ って も,利 益 が 出 なか った のが残 念
で あ る。
3)吉 田(吉 田1業 ㈱)
「ま とあ と して,各 期 の問 題点,改 善点 か ら考 えて,こ の ゲー ム にお
け る理 想 の経 営 を述 べ て み た い。 まず,最 初 の段 階 にお い て は資金 面
の こと はあ ま り気 に か けず,資 金 の投 入 す べ き所 に は投 資 す る こと。
材 料 をで き るだ け安 い市場 か らま とめ買 いをす る。 思 い切 って設 備 投
資 をす る。 これ によ り,大 量 生 産 が 可能 とな る。 大 型投 資 をす ると・
短 期 的 に は大 赤字 とな るが,長 期 的 に は多大 の利 益 が見込 め る。(先 見
性が重要)そ して,他 社 の状 況 を 見 な が ら研 究 開発 に投 資 す る。 これ に
よ り価 格競 争 力 が っ き,製 品 を 高値 で 販売 す る ことが で き る。次 の段
階 で は販 売 に投 資 す る ことで あ る.セ ー ノレスマ ンを増 や し・ 広 告 に力
を い れ る ことに よ り,大 量 に販 売 す る ことがで き る。 ここで 大事 な こ
とは,設 備投 資 も,研 究 開発 も販売 の た めの投 資 も早 けれ ば早 い ほ ど
良 い とい うこ とで あ る。 早 期 の投 資 が そ の時 は赤字 で も,後 々の黒字
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を生 む の で あ る・ 次 に製 品 の流 れ一 鯨 一 工 場 一営 業 所一 を良 く観察
し絶 え ず在 麟 絶 や さ な いよ うにす る
.(Q.:riの 強化)あ とは,変
化 す る市場 に対 して 臨機 応変 に方 針 を変 え る ことで あ る
。 以 上 が この
ゲ ー ムで体 得 した経 営 の や り方 で あ る
。
感 想 とな る と・"愚 痴"ば か り書 い て しま し・そ うに な るが
,そ こは我
慢 して しっか りと受 け止 め よ うと思 し、ます
.ま ず,こ ん なゲ ー ム は初
め て な ので・ ど こか ら着 手 して よ いの か
,か な り考 え込 まされ た が,
もと もと用心 深 い性 格 な ので(先 生か ら見るとu小 心者・だと思われるヵ∫
,
私 は断 じてそん糠 はないと思 うので,こ こでは,・用心深 い・という言難 使
わせて頂 く)前 半か ら,投 資 も思 い切 りよ くで きず,少 量 生 産 ・少 量 販
売 とい う経 営 にな り・業 織 徐 々 に悪イヒ
,こ うな る と全 体 を み る余裕
はな く・ 他社 が 成長 して ゆ くの に 自分 の会 社 が取 り残 され て い るよ う
な気持 ち に な り泊 分 の 才能 のな さ1こほ と ほ と嫌気 が さ した
.そ こへ
来 てzの マ ト リック ス計 算 で あ る(こ れは慣れて しまえば楽 にな
った
が)。 もう頭 は混 乱 す るば か り
。最 初 は固定 費 をか け ま い と在 庫 ゼ ロ と
い 妨 針 も燗 違 い で・ や る こ と全 て裏 目 に出 る叱 鞭 まで会 社
を軌 道 に乗 せ る こ とが で きなか った
.し カ・し,第 棚 にな り配 資 本
が マ イ ナ ス26か らプ ラ ス45ま で 復帰 したの に は我 れ なが ら満 足 して
い る・ 今後 同様 な機 会 が あれ ば
・緻1優 良 会 社 に して や ろ うと思 う。
最 後 に経 営 方針 の間 違 い,戦 略策 定 ,活 動 の鈍 さ は認 め るが,"運 の な
さ(リ スクカー ド)"に は納 得 が いか な い
。」
4)井 上.(井 上 カンパニー)
「この ゲ 弘 を や って み て,い ろい ろ な こ とが わ か った よ うに思 し、
ます。 一 っ は資 本 金 と い う もの が大 切 だ とい うこ とです
。 資本 金 が な
い と人型 機 械 を導 入 した り,設 備 を 充実 させ て た り,社 員 を採 用 した
り,材 料 を仕 入 れな ど,大 きな事 業(大 量生産,大 量販売)を 営 む ことが
で きな い とい う ことです・ また,投 資 を行 うな らば弛 社 よ り 騨 く
ノ 　 り
灯 っことが利 益を確保 する うえで必要 だ と気づ きま した
。 この方法を
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勝 山君 が と って澱 後 に は優 良企 業 とな った の を見 て も そ れ は確 か
だ と思 い ます.つ い借 金 をす るの が気 力ま引 けて,小 さ な スケ ール で経
営 を行 った た め,多 少 ダ ン ピン グが行 われ る と,わ が社 は競争 にっ い
て い けな くな り,た ち まち赤字 に な って しま い ま した。 そ して,材 料
を購 入 す るす る時 も,少 しず っ購 入 す るの で はな く,安 い時 に もっ と
大量 に購 入 して お けば よ か った と思 い ます 。在庫 切 れで,"今 こそ"と
い う時 に売 る ことがで きな くなか った り したか らで す。 や は り在 庫 を
切 らさな い よ う常 に チ ェ ック して い ない と ダ メだ と思 い ま した・今 回
の ゲ ー ム で は あ ま り良 い結 果 は 出 せ な か っ た け れ ど,も しま た この
ゲ ー ムをや るな らば絶 対 もっ と優 良企 業}こな るよ うにが ん ば ろ うと
思 い ます。 最 後 に,今 回 はゲ ー ムだ か らか な り省 略 されて い るに も関
わ らず,あ れ だ け経 営 が 手探 りとい う感 じだ った の だか ら・ 現実 の会
社 の経 営 が いか に難 しい とい ことが あ ら髄 て分 か った よ うに思 い ま
した。」
5)小 見 山(六 郷カ ンパニー)
「今 回 の経験 で,経 営 とい うの は,例 え ば"お 金 が な いか ら設 備 投 資
を しな い"と い う考 え よ り も,"お 金 が な くと も設 備 投 資 を して後 で,
どん どん製 品 を作 って も うけ る"と い う考 えの よ うに,常 に先見 力 を
持 ち積 極 的 に行 動 を し,思 い切 った決 断 を す る とい う ことが重 要 だ と
感 じま した。 また,い つ起 こ るか も しれ な い リス クに対 応 す るた め に
保 険 に入 った り,社 員 を多 く雇 う こ と も大切 だ と感 じま した。」
6)川 口 「・JRHONTOKAI・ 会社 ・川 口健 一 改 め川 田健 太郎 氏 ・ 経 営
ゲ ー ムを語 る。」
「今 回 このゲ ー ム,最 終 的 に はそれ な りの業 績 は残 した ものの,自 分
と して は大 い に不満 の残 る もので あ った。 まず最 初 のっ まず きは初 日
の先 生 の説 明 を よ く聞 いて いな か った ことで あ る。 そ して翌 日・ 第2
期 か ら始 ま った わ けだ が,ル ー ル を完 壁 に把握 して い ない た め・ 後 手
後 手 に回 って しまい,売 上 ゼ ロ とい う事 態 に陥 って しま った。 追 い討
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ちを か け る よ うに・ 資金 勧 表 の記 入1こお いて計算 ミスを犯 し
,皆 に
迷惑 を か け て しま った・"こ いつ はヤ・寸イ!"と 考 え 妹 温 長 の名 前
を川 田健 太郎 と改 名 した・ 気分 を噺 して の第3期 ,特 別 融資2。 ω ∫
を借 入 し・ 巻 き返 しに転 じたが盗 難}こあ って しま
った.で も,礁 の
バ ラ ンス も良 く
,次 に期待 を っ な ぐ。そ して,第4期 。マ ー ケ ・ソトシェ
ア18%獲 得 し,平 均販 売 単 価 も31万 円
,バ ラ ンス良 く材 料 を購 入 し,
遂 に纏 利 益 が プ ラスに転 じた.ラ ス トとな った第 瑚
.ど この会 社
も積 極 的 に売 りに 出 て,価 格 競 争 が激 化 したが
,な ん とか利 益 を あ げ
る こ とが 出来 た。 … …運 も実力 の うち と言 うが
,リ ス クカー ドが 大 い
に明暗 を分 け た といえ るだ ろ う。 そ れ で も第4期 か ら自己資本 も増加
した の は社 長 の手 腕 に よ る と ころが 大 き いで あ ろ う
。 反 省点 も沢 山 あ
るけれ ど も・ ゲ ー ムは熱 中 して,と て も楽 しか った。 い い合 宿 で はな
か ったか と思、う。」
7)佐 野(佐 野興業)
「今 回 の マ ネ ジメ ン トゲ ー ム 樋 して会 社経 営 の難 しさ を知
った。
特 に低 価 格 で 製 品 を販 売 して利 益 を あ げ る こ とが いか に難 しいか を
知 った よ うな気 が す る。 今 日デ ィス カ ウ ン ト ・ス トアーや ス_パ .一な
ど低 価 格 で 製品 を売 る店 が沢 山 あ るが,こ れ らが どの よ うな方 法 で,
どの くらい利 益 を あ げ て い るのか を 私 は知 りた くな
った。 大 量 仕入 れ
糧 販 売 だ けで な りた って い るの で は な いだ ろ う
.い か に固定 費 を抑
え るか・ そ して ギ リギ リの線 で価 格 を設 定 し販 売 す るか 大変 難 しい点
で あ る。 私 の経 営 した会 社 は ス ター ト時 か ら固 定 費 が かか
って しま っ
て い る点 か らい って デ ィ ンスカ ウ ン トス トアー タ イプ の会社 経 営 は無
理 で あ ったの だ ろ う。 それ な の に デ ィ ンス カ ウ ン トス トア ー タ イ プの
経 営 に こだ わ って しま った の が会 社倒 産 の原 因 とな った と思 う
。会 社
経 営 は自社 内 の財 務 ・労 務 関係 な ど と他 社 との販売 競 争 全 て に 目を光
らせ て いな けれ ば な らず・ 一 時 も息 抜 きす る暇 もな い もの で あ
った。
今 回 の ゲ ー ムで は市場 動 向 な どが関 係 しなか ったが,現 実 の会社 経 営
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な らば こ うい った こ と も考 えな けれ ばな らな い.ゲ ー ムで の会 社経 営
もまま な らな い の に本 当 の会社 経 営 な ど私 に はで きな い だ ろ う。 た ま
に20才 代 で 会 社 経 営 して い る若者 が い るが本 当 に会 社 経営 が で き る
の だ ろ うか。 本 当 に会社経 営 は難 しい!」
以 上 の レポ ー トに見 られ るよ うに,各 参 加 者 と も自社 の経 営 状況 を認
識 し,改 善策 を模 索 して い る。
この よ うに,「 参 加 者 自 らが 問題 点 を指 摘 し,診 断 し,改 善 案 を練 り,
評価 す る」 人間 を育 て る こ とが 大学 教 育 に求 め られて い るので はな いだ
ろ うか。
(3)イ ンス トラ ク ターに よ る分 析
1)コ ンセ プ チ ュア ル ・スキ ル とテ クニ カル'ス キ ル
マ ネ ジメ ン トゲ ー ム中,参 加 者 の行 動 を 注意 深 く観 察 す る と,計 数 管
理能 力 の高 い人,販 売 力 の強 い人 な どに分 け る ことがで き る。 そ こで,
経 営 力(例 えば,ビ ジネスパワ弓}臓 での先肋 汰 型九 バ ランスプJなど)
を縦 軸 に,計 数 力(計 算能力,資 金力)を 横 軸 に と り,そ れ ぞれ の強 弱 か
ら,参 加 者 を4つ の タイ プ に分 類 す れ ば,図 表15の よ うに な ろ う。






























弱 い千一 → 強 い





先 程 の レポー トで は,川 口君 は状況 判 断 力 や販 売 力 が あ るが,計 数 力
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は弱 く・ 計 算 が遅 い上 に決算 時 の 間違 い も多 い
.こ れ に対 して,榊 原 さ
ん は決 算 は早 く正 確 で あ るが,業 績 の ほ う はや や悪 い。 彼 女 はテ クニ カ
ル'ス キ ル はあ るが・ コ ンセ プ チ ュ ア ル ・スキ ルが や や 弱 い と いえ よ
う。
川 口君 の よ うに,"経 営 力"は あ るが,計 数 力 の弱 い タイ プを 「マ ー ケ
テ ィ ングJ,ま た・ 榊原 さん の よ うに"言+数 ガ はあ るが一 経 営 力・
の弱 い タイ プを 「 ≫.型」 と名 づ け よ う
.こ の人達 の ほか,・ 計数 能 ガ
も弱 く,"経 営 力"も 弱 い,い わ ゆ る 「未開 発型 」 の人達 も,マ ネ ジメ ン
トゲ ㎜ ムや シ ミュ レー シ ョ ンを何 回 も繰 り返 す ことに よ
って,や が て コ
ンセ プチ ュ アル スキル もテ クニ カル スキ ル に も強 い 「経 営 者型 」 に近 づ
くこ とが で きる。 これ は経 営教 育 の 目的 とす ると ころで もあ る
。
2)コ ンセ プチ 凱アル ・ス キル と ヒュー マ ン.ス キ ル
この ゲ ー ムで はヂ ー応 「自己資 本 額」 の多 い人 を ゲ ー ム の上 で経営 能
力 の あ る人 と して い る・ で はマ ー ケ ッ トシ ェアー を伸 ば し 配 資本 を
増 や した人 が・ 最 も優秀 な人 か とい うとそ うは言 い きれ な い
.ゲ 弘 終
了後 レポー トの感 想 部分 を と りあ げ,そ れ 撮 糊 己資 鞭 との相 関
を と って み る・ これ まで の レポ トか ら湘 己資 本額 と感想 文 との相 関
は・ 図 表16の よ うに第1象 限 か ら第9象 限 に向 か って,斜 めの部 分(1
一う5幽争9)の5の 部分 の周辺 に多 分布 す る傾 向
にあ る。 ところが,ゲ_ム
の参加 者 の な か に・ この ゾ ー ン1こ外 れ た人
,特 にr第 像 限 」 に入 る人
が 必 ず1～2名 い る。 第7象 限(経 営 レベルD)に 入
った人 はゲ ー ムで惨
敗 し,自 己資 本 が マイ ナ スか倒 産 に近 い人 で あ る
。
例 え ば,堀 さん(相 模屋)の 感想 文 を読 ん で み る と,「今 回 の ゲ ー ムで は
期 を追 うご とに経 営 が 悪化 して い くの を 目の 当 た り と しなが ら
,有 効 な
手 段 が とれ なか った こ とに とて も悔 いが残 って い ます
。 …私 の経 営 した
「相模 」の倒 産 した要 因 をあ げ て み る こ とに します
。まず は じめ に全 体 を
見 て み る と・ 売 上 高 よ り固 定費 が か さん で い る ことが第1の 要 因 と考 え
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マイL __L一 型 」さん 鷹
ナス ←後向 き 中間 前 向き→
感想文の内容(ヒ ューマ ン ・スキル)
北尾 ・西 「知的戦略の手法」PP-69一 を修正
発費 が他 社 と比 べ て少 な か った こ とが あげ られ ます。 この外 に外 的 要 因
と して,火 災,工 場 労 働 者 の退 職,返 品 な どが あ げ られ ます。 …結 局 の
と ころ,私 は経 営 方針 を持 って い な か った よ うに思 い ます。 ただ漠 然 と
堅 実 な企 業 を めざ そ う と考 え て いた だ けで した・ は じあか ら大 規模 な企
業 を め ざす の か,薄 利 多 売 を行 い,マ ー ケ ッ トシ ェアの拡 大 を め ざす の
か,な ど具体 的 な 目標 を しっか り持 って いれ ば・ この よ うな結 果 にな ら
な か った か も しれ ませ ん。今 回 の ゲ ー ムで,な ぜ経営 理 念 が経 営 の礎 に
位 置 づ け られ て い るのか わ か りま した。」 な ど と述 べ て い る。
この よ うに失 敗 の原 因 を分 析 し,積 極 的 に失 敗 か ら学 ぼ うとい う前 向
きの気 持 ちが見 られ る。 こ うい う人 は体 験学 習(learningbydoing)を 重
ね て い け ば,成 長 す る可 能 性 が 非 常 に 高 い と い え る。 この 演 習 で は,
ゲ ー ム の業 績 そ の も の は あ ま り重 要 で はな い。 ゲ ー ム は指 導 して や れ
ば,あ る程 度利 益 がで る よ うに な る。 イ ンス トラク ター と して肝 心 なの
はゲ ー ムを通 して,こ うい う人 材 を育 て る こ とに あ る。
3)経 営 の タイプ
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「鰯轡 彗灘 懸　:響簸
梶 ・西 「知的戦略の翔UPP-110一 を参考に作成『一}』一『一 『
この なか で,大 多 数 の参 加 者 はBタ イ プ に属 して い る
。Bタ イ プの特
徴 は,先 程 の篠 原 さん の レポー トに見 られ るよ うに積 極 的 に投 資が で き
な い こ とで あ る・ 固定 資 産 に投 資 しな い こ とか ら詮 業業 績 が悪 化 す る
こ とにな る。ま た,参 加者 の なか に は経 営 方 針 を定 め,積 極 的 に投 資 し,
高 業績 を あ げた人 間(Cタ イプ躰 物のxと 称する)が1～2名 い る
.例
え ば,勝 山君(縄 のれん㈹)の 感 想 文 を読 ん で み る と
,「 今 回,こ の ゲ ー ム
で 初 め て社 長 と して 会 社 を経 営 しま した が
,か な り順 調 に運 営 で きて
ほ っ と して い ます。 成 功 した原 因 は
,ゲ ー ムを始 め る前 に ル ー一ル の説 明
の時 か らだ いた いの経営 方 針 を決 め
,そ れ を うま く実 行 で きた ことだ と
思 い ます・ 大 き く分 け て・ 地 道 に生 産 ・販 売 して 業績 を伸 ば す方 法 と
,
初 め に設 備投 資 を して大 量 に生 産 販売 す る方 法 とが あ り
,少 し冒険 して
み よ うと い う気 持 ち と,活 動 期 間 が充 分 にあ るか ら
,多 少 の リス クを背
負 って も うま く立 て 直せ るの で は と判 断 し,後 者 の方 法 を と りま した。
結 果 的 に は,グ ル ー プ内 で 自分 と同 じ方 針 を採 る ライバ ル社 が いなか
っ
た こ と もあ り・か な りの業績 を あ げ る こ とが で きま した
。」と述 べ て い る。
この演 習 の狙 い の 一 っ はs大 多 数 を 占 め るBお よ びAタ イ プ の人達
に資金 の有 効 な使 い方 を教 え,赤 字 企業 を優 良企 業 に育 て る こ とので き
る経 営 に強 い学 生(Cタ イ プ)を 育 て る こ とにあ る
。
4)マ ネ ジメ ン トゲ ー ムの評価
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次 に,参 加 者 の観 察 か ら,マ ネ ジメ ン トゲ ー ムの参 加 者 は図表17の よ
うに・投 資 ・マ ー ケ ッ トシェ ア(あ るい1読 上)・ 業 績(配 資本)の3
っ
の聯(高'低)で ・蝶 を分 類 す る と,お お よそ3つ タイ プ に分 か れ る
。
図表17経 営のタイプ
糊 勲 鰍 ラ臨 己資濠騰 嚥
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近年,学 生 によ る授 業 評 価 を導 入す る大 学 が増 え て い る。 この演 習 で
も,1994年 以降 ゲ ー一ムを体 験 した参 加 者 によ る授 業 評 価 を実 施 して い る。
平均点 サ ンプル8～12名(回 収率70～80%)良 く
人変 あまり良
良 い 良い 普通 くない ない
1994年 卒ManagementGames4.3」 △4--3㎜ 一2-l
l995年 卒ManagementGames4.55-△-4-32--1
1996年 卒ManagementGames4.55-△-4--32一 一1
1997年 卒ManagementGames3.954△ 一 321
ア ンケ_ト の回答 数 が少 な く,上 記 の 評価 が す べて とはい え な いが・
評 価 は極 め て高 い。 それ は,以 下の コ メ ン トを見 て も・
(森 山)「 今 回 この ゲ ー ムの社 名210FFICEは,も し私 が今 社 長 になれ
とい われ た ら21才 の 私 に どの よ うな会社 経 営 が で き るの か な とい う
思 い でっ けま した。 …… 結 果 は ど うで あ れ,会 社 の経 営 は こ うい う も
の だ とい う ことが,楽 しみ なが ら理 解 で きた こ とが な に よ りで した。」
(若 菜)「 的確 な判 断 力 と決 断 力 を 身 につ けて い くこ と・ そ して 事 業計
画,先 を見 る 目を養 わ な けれ ば な らな い こ とが よ くわ か りま した。」
(新 井)「 経 営 学 の授 業 や本 を読 ん で分 か った とい う気 に な って も,経
営 とい う もの は実 際 にや って み な い と,そ の勘 は磨 か れな い と感 じま
した。」
(角 田)「 実 に良 く企 業 の基 本 的 な経 営 とい う もの が ど うい う もの か と
い う こ とに っ い て 考 え させ られ,勉 強 で き た の で はな い か と思 い ま
す。」,
(宍 戸)「 い ま まで紙 の上 だ け で学 ん で きた が,こ の ゲ ー ムを した こ と
で,そ れ ぞ れ が ど うい う意 味 を もち,ど うい う役 割 が あ るかを理 解 し
た。 本 当 に良 か った と思 う。 た った7人 の ゲ ー ム にお いて も,談 合 や
ダ ンピ ングが行 わ れ た こ とは本 当 に驚 い た。 … …」
(柴 本)「 ゲ ー ム を通 して社 長 に なれ て幸 せ だ った。 ワー カ ー が退 職 し
た とき は シ ョ ッ クだ った し,実 際 の感 覚 の よ うに 味 わ い深 い もので
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あ った。」
(伊 藤)「 どん 娘 い授業 の糊 を聞 くよ り も
,こ の演 習 に参 加 して,経
営 に つ いて良 く理 解 す る こ とが 出来 た。」
(斎 藤)階 報 処 理(繍 情報鯉)に 関 して
,何 らか の職 を得 よ うと
思 って受 けて み 磯 業 で あ ったが,単 な る知 識 と は ちが い,こ れ か ら
コ ンサ ル テ ィ ング会 社 に勤 め る私 に と
って,た いへ ん刺 激 を受 けた授
業 だ った・ そ して・ この授 業 を よ り自分 の もの にす るに はや は り薄
記 や財 務 の7f/iが あ った方 が よか っオことっ くづ 憾 じて い る
.」
(戸 張)「 授 業 と い う もの は大 学 に β艮らず詫 徒 は受 け身 と い う形 を
とって い る。 この授 業 はゲ ームを使 って
,自 ら考 え,自 ら判 断 す ると
い う新鮮 な授 業 で あ った。」
(田 村)「 この合 宿 で や った こ と は,今 まで の どの勉 強 よ り も有 議 で
あ り,自 分 の ため に な った と思 い ます。 それ はu自 分 の手 で実 際 に や
る"か らで あ り・ それ によ って蝶 経営 とし・う もの が よ り深 く理 解
で
きた・ 今 ・ 会 計研 究 部 で 行 って い る学 習 が 重要 で あ る と認 識 で きた
.」
な ど と好意 的 に述 べ て い るか らで あ る
。
ま た,ア ンケ ー ト以 外 の会 話 か ら も,参 加 者 の ほ とん どが 「マ ネ ジメ
ン トゲ ー ム に没 頭 した,あ る い は体験 して良 か った。」,「今 まで こん な楽
しい演 習 は なか った・」・ 「この合 宿 で 得 た もの を これ か ら活 か して い き
た い。」,「次 回 の ビジネ ス ゲ ーム で も
,私(大 井社長)の 恐 ろ しさを見 せ て
あ げ ま し ょう。」な ど と考 え て い る。これ らの コ メ ン トか らも判 断 で きる
よ うに・ マ ネ ジメ ン トゲ ー ム は経 営 に関 す る コ ンセ プ トが ゲ ー ムの なカ、
に再現 されて い る上 に・ 楽 しい雰 囲気 の なか で学 ぶ ことが で きる優 れ た
教 育 技法 で あ る。
さ らに・ イ ンス トラ ク ター の立場 か らは
,ゲ ー ム を き っか け と して参
加 者 間 の交 流 が 更 に深 ま り,以 後 の指導 に役 立 った と評 価 で き る
。
所 期 の 目的 を達 成 す るた め に・ マ ネ ジメ ン トゲ ー ム とそ の活 用法 の改
善 を進 めた い と考 え て い る。
(228)
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5.ワ ー ク シ ー ト
ワー ク シ0ト1
第恨 資 金 繰 り表
(現金出納帳 兼 仕 訳帳)
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期 間 損 益 計 算 書 〔P/L〕
JL上 働 ⊂=⊃
営業外 収益 横取利息etc・)⊂==)
販 費{・}⊂=⊃ 特 別利益(蝉 饒職 賢置臓}⊂=)
一 般 管 理 貴(GAS⊂==)
研究 開発 費{Rao⊂ 璽)⊂==⊃
営 業外貧用 伎 払利巳・!の⊂===)
特 別損失fki:、駿 買獄 劇曜に1⊂===⊃
当 期 利 益 ⊂=⊃
〔 ⊃
売 上 原 価 報 告 書 〔S/C〕
兀 成 頁〕 一 ロー記 〔 ⊃
記
一一
製 造 原 価 報 告 書 〔C/R〕
前 期 繰 越 仕 掛 品 ⊂=⊃
当 期 材 料 費 ⊂===)
〉_馨.霧.… 碁8
⊂ ⊃ 、製 造 経 貴 ⊂=⊃
減 価 償 却 費 ⊂=⊃
当 期 製 品 製 造 原 価
特 別 損 失(製 造 ミス)





前 期 繰 起 製 品 ⊂=⊃
商 品 仕 入 ⊂=⊃
当 期 製品 製 造 原価 ⊂===)
白 成 貴 ⊂=⊃
当期 製 品 売上 原 価 ⊂=⊃
特 別 損 失(盗 離)⊂==⊃
次 期 繰 越 製 品 ⊂=⊃
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萎酵 妻職 凄 ～萎:
女性10人 に対 し 、男 性 は
3人 。 少 数 なが ら も健 気 に
頑 張 って い ま す 。軽 筥 の 研
究は も ちろ ん 、 人 生 も学 べ
る 。 そ んな ゼ ミで 充 実 し た
学 生 生 活 を送 れ て な ん と 幸
せ 者 な の だ ろ う1と 、 つ く
づ く 思 う 今 日 こ の こごろ の
私 。 …応 、ゼ ミ幹 。
(3年 川 口 健 一)
明 る く、楽 し く、時 に は
眠 い 目 を こす りなが ら経 営
を学 ん で いま す 。 メ ンバ ー
は な か な か 、季 こ た えの あ
る 方 ば か り。 この 先 を楽 し
み に して い 求す 。
(同 丘 慶 垂)
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(2)カ ッ ツ は経 営 者 に求 め られ る ス キ ノレを3っ の ス キ ル(テ ク 功 ル ス キ ル
,
コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンス キ ル
・ コ ンセ プ チ ュ ア ル ス キ ル)に 分 類 して い る
。 コ ン
セ プ チaア ル ス キ ル と は ,も の ご と の 全 体 的 な 関 係 を 見 抜 き ,論 理 的 な思 考
を 働 か せ ・ 創 造 性 を 発 揮 して い く能 力 で あ る
.ビ ジ ネ ス ゲ 弘 を使 った 鯖




(3)神 奈 川 大 学 北 尾 誠 英 教 授 ,日 本 総 合 研 究 所 西 順 一 郎 を 中 心 に開 発 した モ デ
ル で あ る・マ ネ ジ メ ン トゲ ー ム と ビ ジ ネ ス ゲ 弘(総 合)と の 違 い は お お よ そ
以Fの 通 り。
図 表1




(4)ア ン ドリンガーモ デル:こ の モ デル は同 一の生 産財 を製造 して い る会社 数
社が洞 『 の市場 にお いて競 争 して し・る状 況 を想 定 して い る
.そ れ ぞれの会
社 は生産 設 備 を保 有 して生 産財 を製造 し,ま た製品 につ いて研究 開発 を行 っ
て市場 にお いて有 利 な地 位 を 占め よ うとす る
。完 成 した製品 を販売 す るに は
セ ー ル スマ ンを雇 い,こ れ を一 定 訓練 した後,営 業 所 に配 属 させ て 製品 の
セ ー ルスに当 た る。 その うえ新聞 ・雑 誌 な どに紙 面広 告 を行
って需 要を喚 起
す る仕組 み にな って い る。 生産設 備 の拡 張 も町能 で あ り
,ま た生産費 用 につ
いては固定 費 と変動 費 とに分 類 で きる ことを前提 して い るの で
,一 定生産 量
まで は費用 は逓 減的 で あ る。 設 備 の追 加投 資 ・広告 費 な らび に研 究 開発費 の
支 出 な どはすべ て現金 支払 い と して いる。 販売 はす べ て掛 売 りに よ る もの と
してy4期 後 でな ければ現金 化で きな いが
,… 一定 の手数料 を払 えば,現 金 化 で
きる もの と して いる・ また・ 市場 の状況 とか生産 費 な どにつ いての情 報 を獲
得 したい場 合 に は,… 定額 の調査 費用 を払 えば 可能 で あ ると して い る
。 最初
に1各 社 の条件 を同… に して お くために一一定額 の資 金 を与え
,こ の資 金 を必
要な方面 に投 下 し,生 産計 画 をたて る。 市場 は24の 地区 に分 かれ
,さ らにそ
れ が都 市部 と郡部 に分 かれ て い る
.レ フ リーはあ らか じめ決 め られ た,鵬 の
趨 勢 に従 って・ 潜在 総購買 力 を各 四半期 ご とに決 めて お く
。 潜 在購 買力 は製
品 の個 数 で示 され る。 乱数 表 を用 いて総購 買 力 を各 地 区 に割 り当て てお く
。
各社 によ って立 て られ た計 画 に よ り,決 め られ た広 告 費の 支出 と研究 開発 の
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率 によ って,あ る地 区 を担 当 して い るセ ール スマ ンが そ の地 区 のお客 を獲得
して売 上 が決 ま って くる とい う仕 組 み にな って い る。 もし同一地 区 に複数 の
企業 が参入 し,し か も各社 がすべ て,販 売 に成功 して い る ときには両社 の競
争 力(例 えば,広 告費 の支 出の多寡 な ど)に 応 じて お客 を分 け合 うとい う風
に,競 争 関係 の要因 も強 く働 く。このゲ ー ムは比較 的計算 が簡 単で,シ ー ト類
とソロバ ン(電 卓)で 十分対 応 可能 なため,昭 和30年 代後 半か ら40年 代 にか
けて 日本で もかな り利 用 され た。 資料;"HarvardBusinessReview",Mar-
Apr.1958.
(5)ビ ジネスゲ ー ムを大 学教 育,特 に経 営教 育 の なか に どの よ うに組 み込 むべ
きか にっ いて,2っ の見解 が あ る。① ビジネ スゲ ームを経 営教育 の始点 に位置
づ け る。 最初 に学生 を ビジネ スゲ ー ムに参加 させ,経 営計 画 や意思 決定 の重
要性,組 織 のなかで働 く人 々 との協 力 の必 要性,情 報 の有効活 用 などを擬 似
的経営環境 のなかで体 験 させ,経 営 の 全体像 を理解 させ る。これ に よ り,経 営
に対 す る関心 を広 げ,専 門教育 の基礎 とす る。 ② ビジネ スゲームを経営教育
の終 点 に位 置づ け る。 大学 にお ける専門教 育 が しば しば陥 りが ちな特殊化 を
避 け,学 生 にゼ ネラ リス トの立場 で全体 を把握 させ るた め,断 片的 な知識 を
整理 させ るた めに,ビ ジネ スゲ ームを カ リキ ュ ラムの後 半 に組 み込 む。現在,
ビジネ スゲー ムを採用 して い る大学 の なか で,殆 どの大学 が カ リキ ュラムの
後 半 に位 置づ けて い る。
t6)コ ーエ ンと レーマ ンは ビジネ スゲ ー ムが どの よ うな教 育効 果 が あ るかを考
え,そ の関 係 を以 ドの表(図 表2-1お よび2-2)に 纏 めて い る。
特 性変数 を増 大す ると,そ の横 行 に あ るプ ラス(+)の 記号 の あ る媒 介変数
も増大 す る。例 えば,特 性 変数aと ⊥Eの関 係 のあ る媒介 変数 は1,4,5と6で
あ り,負 の関係 にあ る媒介 変数 は3と7で あ る。す なわ ち,モ デルを複雑 にす
ればす る程,ゲ ームの現実 感が増 大 し,意 思決 定 のため に必要 な時間 を一 定
とす れば,意 思決 定 に必 要 な時間 が不足 が ちにな る。また,企 業 内あ るいは職
能 間の情報 交 換 を行 って,チ ー ム ワークで行動 せ ざ るを得 ない ことにな る。
しか も,企 業 の経営 戦略 や戦術 が その結 果 に敏 感 に影 響 を与 え ることにな る。
しか し,モ デ ルを複 雑 にすれ ば,シ ミュ レー シ ョン全体 の見通 しあ るいは理
解 が困難 とな り,ビ ジネ スゲ ー ムにお け る決 定 変数 の数 と相互 関連性 を把握
す る ことが困難 にな る。
ビジネスゲ ームに よ って あ る面を教育 したい と考 えれば,そ れ に 「影 響す
る因子 」 の+の 記号 のつい た図 表2-1の 変数 を増大 させ,一 符号 のっ いた変
数 を減少 させ るこ とに よ って達 成す る ことがで きる。 例え ば,図 表2身 のB
特 性 を協調 しよ うと思 えば,図 表2-1のa,fと5を 増 大 させ る。す なわ ち,
職 能 間の相互 依存 関係 を強調 しよ うとす る時 は,モ デルを複雑 に し,時 間 の
















































































十 一f-一 十 一
bIチ ー ム 当 り の プ レ イ ヤ ー数 ㎜ 幽 千
c演 習時間当りの方策の数
十 一}一
dプ レイヤーに自動 的に フィー ドバ ック




十 一}一 十 ㎜
肖
一
gゲ ー一ムにおけ るランダム要因の重要性 十 一 }一 …
h意 思決定がゲームに及ぼす影響度 　 ・十
kチ ームの平等 性
籔 騨 ル池 チーム撒 機 十
mゲ ームで扱 っている情報 の妥 当性
十
n経 営目標の多次元性 十 十一 } }
o人 間的環境
}一 十 斗
pモ デルの レベル 十
qプ レー中ル ールを理解 していることの
重視 さ 十 十
媒介変数間の関係 一2 2 2
竃
経過 とともに行動 の制約条件 がダイナ ミックに変化す るように し
,企 業内の
情報交換を増大 させ ることによって達成 し得るであろう。 これ らの表 は経営
能力開発 の目的に沿 った内容をモデルに盛 り込 むに当たって,重 要な指標 と
(218)
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図表2-2
一
教 育面 か ら見た ビジネスゲ ームの特 性
一
影響す る因 子 説 明
+1+2+6+$ Aゲ ー ムの面 白 さ
_一 一一　
}一.一一一 一 　一一 ㎝
十a十f十5 B職 能間の相互関係を理解す る ¶一
　
十a--c十 〇 C望 ま しい経営状況をつ くり出すゲームの操作性
十1十3十6 Dゲ ーム結果の信頼性
十9十2 E不 確実性の トでの意思決定を行 う経験
一d+e+q+7 Fシ ステマテ ィックに情報 を収集 す る ことが重要
」
+f+6-4--8 Gシ ステマ テ ィ ックに分 析す るこ とが重要 一
斗b十4十a H組 織問題を効率よ く解決することが重要 一
一
gym十1 K経 営 における制度的要因を学ぶ 　
十_h4 L長 期計画 と経営方針の策定
十 〇-P十qt M創 造的に働 すること力腰 であることを理解すぢ1
な る。資 料;Cohen,KalmanandErikRheman,"TheRoleofManagement
GameinEducationandResearch",ManagementScience,p.146,Jan1961
{7}各 企 業 は 自社 の 販 売 能 力 の 範 囲 内 で,各 市 場 の マ ー ケ ッ ト ・ボ リュ ー ム
(個 数)ま で 販 売 可能 で あ る。 図 表3の 例1の 場 合,マ ー ケ ッ ト ・ボ リュ ー ム
は3個 で か っ セ リ台 は ゼ ロで あ る か ら,3個 ま で 販 売 可能 で あ る。 例2の 場
合,セ リ台 は1個 あ る か ら,2個 ま で 販 売 可 能 で あ る。





.上 限 価 格
ゴ __」







マ ー ケ ッ ト ボ リ ュ ー ム
また,親 の場合 販売能 力 の範 囲 内で,セ リにか ける市場 を2以 上選 ぶ こ と
がで きる。さ らに,記 帳価格 は声 を出 して い う競 争価格 で はな く,プ ライス ・
カ・一 ドの表示 価格 で記 帳 す る。
(8)第2期 終r後 の講 義 内容 は以 下の通 りで あ る。
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1)売 上高は,仕 入な どの費用 と利益 に分解す る
。(図 表4参 照)
2)総 費用 は売上 に比例 してかか る費用(変 動費用)と 売上 とは関係な くかか
る費用(固 定費)と に分解する。
3)変 動費はこのゲームでは材料,投 入費,完 成費を,固 定費には減価償却費,
労務費 製造経費 販売費,一 般 管理費 営業外費用丁研究開発s特 別損出
(火災 ・製造 ミス)な どを入れる。
この会計処理方式(戦 略会計 と称す る)で は}従 来変動費 とみなされてきた
要素,す なわち,外 注加工費,広 告宣伝費 直接人件費などを固定費に入れ
t












































第2期 の演習 問題;以 下 の例を使 って,売 上 高,利 益,変 動費,売 上総利 益
を求 め る。
例 ① 平均売上 単 価(あ るいは販売価格)P(Priceの 略)
② 売 上個数Q(Quantityの 略)
③ 売上 高pQ(Price×Quantityの 略)を 求 め る
。
参加 者Aさ ん の場 合
① 平均売 上単価P罵27
0216)
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② 売上 個数Q=15
③ 売上高PQ=27×15二405と な る・
参加 者Bさ んの場合
① 平均売 上 単価P=27
② 売 上個数Q=5
③ 売上 高PQ=27×5-135と な る。
次 に涜 上 耀 得 す るたあ に は固蹟(設 轍 資 な どへ 帳 期投 資)や 変動
費(原 材 料 の購 入 な ど)へ の 支出が必要 で あ る。
参加 者A・ 参加者Bの 両社 と もかか っ墳 用が3・ ・で あ る とす る と・
参加者Aさ んの利益 は 利 益;売 上 一費用=405-300=105
参 加者Bさ ん の損出 は 利 益 一売上 一費 用 一135-300二465に な る・
(9)第3期 終 了後 の講義 内容 は概 ね次 の通 りで あ る。
定義
普通 売 上高 変動 費 付加 価値澗 定費 ・利益 の縣 は図表5-1の よ
うに表現 され る。 これを以 ドの8っ の要素
P:Price平 均 売上 単価 あ るい は価 格











売上高利益率 に分解 し,再 び組み立て る











通常の損益分岐点は図表6の ように表わす。 これに対 して,こ のゲームで
使用す る損益分岐点 は図却 のように表わす・図表6と の違いはω限界利益
図表である,備 轍 涜 上高でな く涜 上台数であること・(3)図上で固定費F
の水準 をいかようにも容易に変化 させ ることがで きるため・売上総利益か ら
経常利益 その他の利益で もす ぐ読み とれることである。
























収 支 赤字 ゼ ロ 黒 字

























rに 損 益 分 岐 点(So)は 以 下 の 式 で 表 わ せ る。
F(固 定 費)s
・=『 一一『V{変 動 費)
1… ぎ て
JL.工5








損 益 分 岐 点 と る売 上 高 をSo=PQと お けば,{1),(2)式 か ら,
PQ』 よりmF亘(3)と なる・
m
(3)を変形 して,BEP(損 益分 岐点)を 求 め れば,
FBEP=
mPQ(+m呈 謬Q(4)と なる・




mPQFの 時 黒字企 業
mPQ-Fの 時 収 支が トン トン(採 算0)
mPQFの 時 赤字 企業 とな る。
また,損 益 分岐点 時の必 要売上 高(PQ),必 要売 上個数(Q)は
PQ- 一一
次 に,売 上高(PQ)一 一¥!/均単 価(P)× 売 上個 数(Q)
粗 利益 あるい は付 加価{醐(mP)e売 上高(PQ)一 変動費(vPQ)
利 益(G)=付 加 価値(mPQ)一 固 定費(F)と 表 わせ るか ら,
これ ら諸変数 の関係 と経 営比 率 は示 せ は,図 表9の よ うにな る。



























































i._£__」 墜 動_ 一_
【]F/r驚 離 芸率)
これ を もとに数"ila代 入 して
・ その関係 蕨 す と,図 表1・ の よ うにな る
。
図表10STRAC*表
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灘墨二欝 灘蜷∵!1繋
次 に,図 表1・ を もとに企業 は,付 力日価 値 のあ る製 品 を製 造 し販 売 す る こ
と,長 期 的 に投 資す る ことの意 義 を参加者 は理解す る。
図 表11
(1)製 品1個 当た りの付 加価 値(mPQ)を 高 め る方 法 として・
P価 格戦 略 漸 製 品 ・既 存製 品 の改 良 な どに よ る価格 競争 力(高 価格
高品質 の製 品)を 強 あ る,安 売 りを しない
vP変 動 単価:材 料 を安 い価 格で購 入す る,
VA(ValueAnalysis)/VE(ValueEngineering)に よ
る事務 合理 化 ・製 造L程 の削減
製 品開 発 ・リー ドタイムの短縮 な ど
Q売 上騰 適 切 な在賭 理 セ ール スマ ンや1去告 費 の投 入 に よる販
売 力 の強化,な どが考 え られ る。
(2)灘 £
は,2面 性があり,有 効1こ使えば競争力が強化 される・逆 にム
ダ殿 資 をす る と,赤 字 の原因 にな る.そ こで,辮 力 を強化す る方法 と
して,
① 固定 費 への投資
一 人(人 材),物(材 料)冷(借 入金等)の 経 営資源 を有効配 分す る,
-R&D(研 究開発 費)に 投資 して新製 品 の開発や改良 を はか る,
一 タイ ミングよ く投 資 す る(先 行 投資),
② 固定 費 の低 減
一 む だな投資 を避 け る,
一 大 型投 資 によ り一製 品 あた りの製造 費 を節 減(コ ス トダウ ン)す る・
一 借入金 の削減 ,な どが考え られ る。
臨膳 蕪
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さ らに讃 益分 岐 姻 表7上 の①忍 ③ との関係 を瑠 す る
.損 益分 嚇は以 ドの公 式
で,G(利 益)が ゼ ・1こな った ものであ る
。
mPQ(粗 利益)常F(固 定 費)+G(利 益)
mPQ(粗 利 益)=F(固 定費)
つ ま り讃 益分 岐 点 売塙 と は働 ・価 値 また は粗利 益(
mPQ)が 固 定 費
(F)に 等 しく・利 益(G)が 捜 ゼ ・の ときの売 塙(PQ)
の ことで あ る。
匪⊥葱諮 ヂ
また・粗利 益mPQは 欄 益(付 加 価値 額)魂 塙(PQ) 一変動 費('A)
の式 で表 せ るか ら・mPQ(粗 利益)線 と蹴 費F線 の奴 点(mPQ =F)が
B.E.P(損 益分 岐点)で あ る
。
1)損 益 ゼ ・の状態
mPQ(粗 利益)=F(齪 費)の 時
,G(利 益)一 ・とな る。
粗利益「亜1至 掴 定費
麟 分燃 繊7よ り・mPQ線 と固定費Fの 交わる一蹴(②)を 指 し
,損益分岐点 臆 味す
る・ この ことは[司定費Fを1個 あた りの伽 価櫛 価
mPで バ ランスの良 い獺Q(mPQ)でll}1収 したことを鰍 す
る。2}黒字
企業の場合
mPQ(粗 利益)>F(齪 費)の 時
,G(利 益)〉 ・となる。
粗利益匝 正 驚
mPQ線 と固蹟Fの 交わる点 を越 える収益獲得点 臆 味 し
ている。っ ま
り・蹴 費Fを1個 あたりの付力ll価値軸mPで 澗 鞭Fを 上回
る数 量Q(
mPQ)の 販売があったことを鰍 する
.い いかえれば,諜 は蹴 費(F)
を回収 している状態である・ゲームをや ってし、くと,F(研 究開発や広告)を
{忽 懇 鵬 ∴ アウトプツトである柵 伽PQ)が 大きく
3)赤 字 企業 の場 合
mPQ(粗 利 益)<F(固 定 費)の 時
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mPQ線 と齪 費Fの 交 わ る点以 下 の販売点 臆 味 して い る・ この ことは・
固 讃Fを1個 あ た りの 伽 価 騨 価mPで ・ 固 定 費Fを 上 回 る数 量Q
(mPQ)の 販売 がなか った ことを意味 す る・つ ま り・固蹟Fを 回収 出来て い
な い状 態 であ る.以_.1二の説明 か ら,参 加 者 は次第 に伽 価値 のあ る製 品を製
造 し販売 す ること,醐 的 に顯 す ることの 鞍 性 を理解 し・ さ らに採算 に
合 うか ど うか とい う視点 で経営 琶 己るよ うにな る・
(1。 第3鮪 習 内容(3泊4[の 場合,ゲ ーム は7期 まで実掴 能 で あ る・従 っ
て,3期 終 」後 に経 営計 画 の策 定 を行 う・)
これ まで の内容 か ら,参 加 者 は踏 ラ}岐点 につ いて理解 で きた と思 い ます
の で,こ れ まで の復 習 鎌 ねて,経 淵 ・画 の 礫 の用紙 を もとに・目標 船 を
設 定(収 益 の言脚 し,固 蹟 を 獺llし ・利 益 緬 を 収 る・
1.[標 利 益 の設定
1)収 益 の 酬;以 ゆ 図表12鞭 って・次{艘 の収益 を一獺11し な さい・
図表12収 益の計画
_一一、一一一一.一一 .一 一一一一 一一一一一… 一一一一一¶一一一　一『一一一 一　'「
CP)① 平均 単価 一._一 一
② 平均 仕入 単価t
-df:入 単価
_._.一 一i
一 投 入費(2) __.一.一.一 　
一 完 成 費 ω
一.一 一一一一一(vP)1





例題210個 販売 した場合の限界利益を求腕 さい・i




一 投入費= _二i　り 　
一 完 成 費
_____._-1 　
③ 限 界 利 益__一__..一__.一_一_」
2)[腱 費 の 渕;以 ドの 図 表13を 使 って ・ 次{渡 の 固 憤 を 倒 しな さい ・
















⑧ 広告費 枚 ×10
⑨ セールスマン _人x
ゆ ク レー ム処理 費(5)
⑪ マーチャン ・ダイザー(10)
⑫ 採用(新 規採用)人 ×5
⑬ 退職金 人 ×5
⑭ 配置転換 回 ×5
⑮ 保険 回X5
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3)利 益計画;利 益計画の立て方には,演 繹 的な方法 と帰納的な方法がある。
ここで は漏 納的な方法で予測する.ま ずa株 主配当・役員欝 社内留保
(臆 積立金など)を 含 めた純利益を策定 し・それに法人税等を上乗せ して 目
標利益(経 常利益)Gを 求 める.(図 表14参 照)次 に・労鮒 配率の源泉 とな
















さらに,損 益分岐点比率の公式を利用 して,目 標利益がゼ ロの時 の損益分
岐点,販 売個数 売 上高を求める。(図 表15)
図表15
讐 驚観 ∫一一
ただ しmP1個 当 りの販売利益,Q販 売個数,mPQ販 売利益
目標利益がゼロの時の損益分岐点,販 売個数 売上高を求 める。
ナ 損益分岐点⊥ 一=一一100%=目 標利益 ゼ ロ
mPxQ
F =Q二 目標利 益 ゼ ロ
mP
P×Q=PQ=目 標利益 ゼ ロ






③ 目 標 売 土二高
pxQ-一 一 )×()ご
個
演習 次 の デー タを用 いて,腰 利益¥48,・0・Ei標 販 売 個数'目 標売 塙
を求 めなさい。
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4)経 営 計画 の比較 ・分析
(1旧 標利益 の比 較;図 表16を 禾旺用 して
,第3期 終 了時 に たてた第4期 の言+
画内容 と第4期 終 」後 の実徽 を もとに
,そ の差 異 を分析 しな さい。
図表16
1収 益 の比 較












付加価騨 価において差額がある場合の原因を分析 し癒 阻
(4)外 的要因(競 争環境 競合他社の行動,入 札価格など)
(5)内 的要因(自 社の強み ・弱み)
(6}総 合評価
(2)固 定費の比較;図 表17を 利用 して,計 画値 と実締 との差黙 分析 しなさ
い 。
図表17
酬 項目 訓画値 実績値 ～ →一萎 痛
ΦPAc生 衆 慢
② 修理 費 『}
③ 改 修 費. _～_
捕 修 賛
(20fi)
製造 経 費 、
計
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④ 機械維持費
機械












__一 一一 減 価 償 却
費 講十
労務費計
⑦ マ ー ケ ッ ト リ サ ー チ
⑧ 広 告7翌
⑨ セ ー'レ ス マ ン
⑩ ケレ ーム 処理 費
⑪ マ ー チ ャ ン ・ ダ イ ザ ー
























(内 償 却 枚 数 枚)
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(3個 蹟 の分析;固 蹟 嵯 額 があ る場 合
,そ の原 因 を分 析 しなさ い.(図 表
18)
図表18原 因 分析
(D製 造経 費 は}』 ㎝ 一}『『}』
② 減価 償却費 は
{3}労 務 費 は
㈲ 販売 費 は
(5)総 合評イi面




1眉鍵購 一一榔 蒲 調
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